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薩
摩
藩
士
仙
波
市
左
衛
門
の
対
幕
府
交
渉
と
篤
姫
の
動
向

ー
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
「
薩
摩
藩
士
仙
波
家
文
書
」
の
紹
介
|

目
次

は
じ
め
に

一
、
仙
波
家
の
家
系

二
、
篤
姫
と
き
か

三
、
江
戸
で
の
生
活
と
市
左
衛
門
の
役
目

(
1
)島
津
家
の
姻
戚
関
係
と
市
左
衛
門
の
交
流

(
2
)活
発
に
動
く
女
性
た
ち

(
3
)大
奥
向
の
調
整
と
小
の
島

(
4
)斉
興
の
三
位
昇
進

お
わ
り
に

キ
ー
ワ
ー
ド

薩
摩
藩

島
津
斉
宣

仙
波
市
左
衛
門

島
津
斉
興

篤
姫
(
天
理
院
)

島
津
斉
彬

さ
か

は
じ
め
に

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
新
規
収
蔵
し
た
「
薩
摩
藩
士
仙
波
家
文
書
」
の
概

要
と
記
載
内
容
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
は
全
八
冊
で
、
横
半
帳
の
形
態
で

あ
る
。

下
段
表
に
資
料
番
号
・
資
料
名
・
時
代
年
代
を

ま
と
め
た

。

以
下
ぬ
で
表
記

す
る
。

No. 資料番号 資料名 n寺代年代

① 16200087 道中日記(仙波市左衛門日記) 嘉永3年(1850) 4月 28 日 ~6月 6 日

② 16200088 浦の藻屑(仙波市左衛門日記) 嘉永6年 (1853) 正月~ 12月晦日

③ 16200089 浦の藻屑(仙波市左衛門日記) 安政3年(1856) 正月 ~11月 18 日

④ 16200090 道中日記(仙波市左衛門日記) 安政3年11月 18 日~安政4年 (1857) 正月 13 日

⑤ 16200091 浦の藻屑(仙波市左衛門日記) 安政4年(1857) 正月 13 日~ 12月晦日

⑥ 16200092 道中日記(仙波市左衛門日記) 文久2年(1862) 2月 1 日 ~ 2月 22 日

⑦ 16200093 仙波家家系其外諸書留 文政2年(1820) 閏4月 12 日

⑧ 16200094 明細書覚 明治6年(1873)

*
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員

次回

子
*

尚

①
1

⑥
⑧
は
一
一
一
代
仙
波
市
左
衛
門
が
記
し

た
も
の
で
、
⑦
は
初
代
仙
波
市
左
衛
門
の
手

跡
と
よ
る
と
い
え
る
。
仙
波
氏
は
生
粋
の
薩

摩
藩
士
で
は
な
い
が
、
八
代
薩
摩
藩
主
島
津

重
豪
以
降

、

斉
官

一、
斉
興
、
斉
彬
と
歴
代
の

藩
主
に
重
用
さ
れ
た
。

①
l

⑥
は
道
中
記
三
冊
、
日
記

三
冊
で
、

日
記
は
年
代
が
飛
ん
で
い
る
が
、
本
来
は
毎

年
執
筆
し
て
い
た
と
勘
案
で
き
る
。

(51) -80-

一
、
仙
波
家
の
家
系

先
ず
は
⑦
⑧
よ
り
、
仙
波
家
の
家
系
に
つ

い
て
辿
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

文
化
三
年
(
一
八
O
六
)
三
月
四
日
邸
宅

が
焼
失
す
る
火
災
で
、
家
系
図
や
そ
の
他
の

書
留
も
燃
え
て
し
ま

っ
た
た
め
判
然
と
し
な

い
が
、
往
古
は
武
州
入
間
郡
仙
波
に
居
住
す

る
郷
土
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

市
左
衛
門

永
春
は
放
鷹
の
妙
手
で
あ
っ
た
の
で
江
戸
に
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出
て
、
御

三
卿
清
水
家
に
仕
え
た

。

初
代
永

春
の
息
子
市
左
衛
門
永
昌
は
天
明
四
年
(

一
七
八
四
)
三
月
六
日
、

四
十
八
歳
で
島
津
家
に
召
抱
え
ら
れ
る
。

永
昌
を
薩
摩
藩
士
と
し
て
の
仙
波
家
初
代

と
す
る
(
系
図
)。

永
昌
が
清
水
家
を
致
仕
し
た
理
由
と
し
て
、
「
無
慮
訳
合
有
之
御

名
前
出
し
不
申
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
か
と
採
め
事
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
時
二
十
四
歳
の
嫡
子
市
十
郎
も
連
れ
て
奉
公
す
る
。

永
昌
は
召
し
抱
え
ら
れ
た
日
に
永
代
大
番
入
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
鷹
匠
と
書
役
を

兼
務
し
、
三
人
賄
料
役
料
米
二
五
俵
と
な
る
。

同
年
八
月
二
十
八
日
に
藩
主
重
豪
に

初
御
目
見
を
は
た
す

。

寛
政
十

二
年
(
一
八
0
0
)
七
月

一
日
、
広
敷
番
之
頭
と
な

り
、
一
代
新
香
入
、
役
料
米
も
四
八
俵
に
増
え
る
。
文
化
コ
一
年
十
一
月
五
日
隠
居
(
重

豪
)
付
と
な
る

。

文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
四
月
十
八
日
首
尾
よ
く
数
一

O
年
勤
め

た
褒
美
と
し
て
銀
五
枚
を
拝
領
し
、
隠
居
す
る
。

二
代
市

十
郎
永
膳
(
の
ち
永
盛
)
は
父
と

一
緒
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
天
明
五
年

(
一
七
八
五
)
閏
十
月
二
十
六
日
鷹
匠
見
習
と
な
り
、
役
料
米
一
八
俵

三
人
賄
料
役

を
受
け
る
。

天
明
六
年
十
一
月
二
十
八
日
藩
主
重
豪
に
初
御
目
見
を
は
た
す

。

寛
政

七
年
(
一
七
九
五
)
四
月
十
八
日
鷹
匠
、
文
化
十
年
正
月
十
一
日
鷹
匠
世
話
役
、
同

十
二
年
十
月
鷹
匠
頭
・
役
料
米

三
五
俵
、
同
十
三
年
九
月
一
代
新
番
入
。
文
政

二
年

四
月
二
十
一
日
、
大
隠
居
(
重
豪
)
付
、
広
敷
番
之
頭
、
鷹
匠
頭
兼
務
、
役
料
米

四
三
俵
と
な
り
、
同
年
間
四
月
十

二
日
家
督
相
続
。

同
七
年
病
気
に
よ
り
御
役
御
免

を
願
い
認
め
ら
れ
る
。

初
代
息
子
後
に
市
十
郎
と
名
乗
る
こ
の
人
物
は
甥
で
あ
る

三
代
市
左
衛
門
よ
り

年
下
で
あ
る

。

初
名
宇
吉
。
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
正
月
十
五
歳
で
初
御
目

見
、
同
十

三
年
八
月
若
殿
(
斉
彬
)
付
奥
小
姓
と
な
り
芝
屋
敷
へ
出
仕
。

天
保
三
年

(
一
八
三
四
)
七
月
小
弥
吉
と
改
名
、
翌
年

二
月
表
小
姓
と
な
る
。

同
十
四
年

二
月

市
十
郎
と
改
名

。

同
十
五
年
六
月
留
守
居
役
勤
、
嘉
永
七
年
(
一
八
五
四
)
四
月
御

供
目
付
格
と
な
る
。
江
戸
定
府
で
、
市
左
衛
門
が
鹿
児
島
に
行
っ
た
時
も
江
戸
に
い

る
。

二
代
嫡
男
市
十
郎

長
男
氏
司
(
永
常
)
は
寛
政
十
一
年
(

一
七
九
九
)
十
歳
で

若
殿
(
斉
興
)
の
小
姓
、
文
化

三
年
十
月
二
八
日
向
付
奥
小
姓
と
な
る
。

同
四
年
正

月
十
五
日
に
藩
主
斉
宣
に
初
御
目
見
を
は
た
す
も
、
同
六
年
五
月
七
日
に
家
出
(
欠

落
)
す
る

。

三
代
市
十
郎

二
男
清
次
郎
は
享
和
三
年
(
一
八
O
三
)
に
生
ま
れ
る
。

清
次
郎

↓
勝
蔵
↓
二
十
↓
市
左
衛
門
と
名
乗
り
を
替
え
、
実
名
は
永
明
の
ち
永
賛
と
改
め
る
。

文
化
十
年
七
月
、
高
輪
御
殿
の
大
隠
居
重
豪
に
召
し
出
さ
れ
、
同
居
す
る
桃
次
郎
(
黒

田
斉
薄
)
の
御
相
手
と
な
る
。

文
化
十
一
年
(

一
八

一
四
)
啓
之
助
(
今
和
泉
家
へ

養
子
島
津
忠
剛
H

篤
姫
実
父
)
に
仕
え
る
た
め
、
隠
居
斉
宣
の
白
金
御
殿
へ
移
る

。

同
十
二
年
四
月
、
勝
蔵
の
嫡
子
願
を
祖
父
市
左
衛
門
が
出
す

。

同
十
三
年
八
月
藩
主

斉
興
に
初
御
目
見
を
は
た
す
。
同
十
四
年
二
十
と
改
名
。
文
化
十
五
年
(
十
六
歳
)

一
一月
十
三
日
、
斉
宣
付
奥
小
姓
と
な
る

。

二
代
娘

市
十
郎
娘
や
す
は
文
化
十
四
年
七
月
一
日
、
出
生
男
子
(
斉
宣
息
子
松

平
定
穀
H

伊
予
松
山
藩
主
)
の
御
側
女
中
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る

。

三
代
市
左
衛
門
の
詳
し
い
経
歴
と
そ
の
子
女
に
つ
い
て
は
、
③
よ
り
見
て
い
き
た

い
。
市
左
衛
門
に
は
二
一
男
五
女
が
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
嫡
男
小
太
郎
は
嘉
永

三
年
鹿
児
島
へ
行
く
直
前
に
死
亡
。
二
男
千
代
松
は
百
家
へ
入
り
幸
衛
と
名
乗
り
を

改
め
る
。
三
男
甲
子
三
は
左
金
太
と
改
名
し
て
嫡
子
と
な
る
が
家
督
を
継
ぐ
前
に
死

去
し
、
田
上
家
よ
り
養
子
を
迎
え
る
。

長
女
ふ
み
は
側
用
人
井
上
逸
作
嫡
子
庄

二
郎

(
庄
太
郎
か
)
に
嫁
す。

次
女
と
め
は
叔
父
市
十
郎
の
養
女
と
な
る

。
三
女
せ
ん
(
浪

江
)
は
聡
徳
院
(
斉
宣
娘
聡
姫
・
陸
奥
白
河
藩
主
阿
部
正
篤
正
室
)
付
女
中
、
四
女

ま
ん
が
篤
姫
付
中
聴
さ
か
と
な
る
。
五
女
ょ
う
(
陽
)
は
体
が
弱
く
手
元
に
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
年
代
順
に
抑
え
て
い
き
た
い
。

文
政
六
年
五
月
、

二
十
(
三
代
市
左

衛
門
)
に
妻
取
り
の
話
が
あ
り
、
鯖
江
藩
間
部
家
家
臣
因
子
太
郎
姉
ひ
ろ
と
結
婚
し
、

同
年
十
月
藩
よ
り
許
可
さ
れ
る

。

同
七
年
間
八
月
継
目
を
許
さ
れ
、
十
月
五
日
に
家

督
御
礼
を
済
ま
せ
る
。

斉
宣
付
奥
小
姓
で
あ
っ
た
二
十

は
、
文
政
十

年
正
月
斉
宣
付

小
納
戸
見
習
と
な
る
(
二
十
五
歳
)
。
同
十
二
年
七
月

三
代
に
わ
た
り
新
香
入
。
天

(52) -79-
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【
仙
波
家
系
図
】

初
代
二
代
市
左
衛
門
永
昌
|
|
市
十
郎
永
盛

ー
民
司
永
常

三
代

|
|
市
左
衛
門
永
賛

一
一
(
清
次
郎
↓
勝
蔵
↓
一
干
)

ひ
ろ

(間
部
家
家
臣
因
子
太
郎
姉

)

ー
や
すと

め
小
|
I
l
l
i
-
-

一

一
一

園
見
伝
右
衛
門
(
奥平
家
家
臣
)

;i: 市
弥十
吉郎

(市
十
郎
息
子
力

)

泰
次
郎
(
哲
之
助
)

小
太
郎
永
具
(
嘉
永3
年
死
)

千
代
松

• 百
幸
衛

一
一

は
る

和
田
勝
平
娘
(
鳥
取
藩
池
田
家
家
臣
)

左
金
太
永
陽

(
甲
子
三
)

四
代市

次

(53) 

井
上
逸
作
|
井
上
庄
二
(
太
力
)
郎

一T
I
l
-
-

い
さ

ふ
み

- 78-

と
め

ふ
キ
」

一
一

奥
村
周
三
郎

浪
(波
)江
〈
聡徳
院
付
〉

(
せ
ん
↓
な
み
)

さ
か

〈篤
姫
付
〉

(
ま
ん
↓
き
の
)

ょ
う
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保
三
年
正
月
、
二
十
よ
り
市
左
衛
門
と
改
名
。
天
保
五
年
正
月
白
金
付
小
納
戸
、
役

料
米
四
八
俵
、
三
十
二
歳
。

天
保
六
年
斉
官

一の
高
輪
御
殿
移
徒
に
よ
り
仙
波
家
も
住

居
を
高
輪
屋
敷
内
に
移
す
。

天
保
六
年
六
月
、
嫡
男
小
太
郎
が
番
入
を
す
る

。

市
左
衛
門
は
同
七
年
湯
治
の
た

め
指
宿
に
い
く
。
同
八
年
十
一
月
、
高
輪
付
納
戸
奉
行
、
小
納
戸
兼
務
、
役
料
米

七
三
俵
、
三
十
五
歳
。
同
十
年
七
月
、
高
輪
付
小
納
戸
頭
取
、
御
用
取
次
見
習
、
役

料
同
前
、
三
十
七
歳
。

重
き
御
用
向
取
扱
と
の
感
想
を
記
す
。

天
保
十
一
年
(

一
八
四
O
)
九
月
小
太
郎
が
高
輪
付
小
姓
と
な
る
。

同
年
十

二
月
、

高
輪
付
御
側
役
、
役
料
高
九
O
石
、
納
戸
奉
行
勤
、
切
米
十
五
石
、

三
十
八
歳
。

斉

官
一
が
来
年
正
四
位
上
に
昇
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
翌
年
正
月
斉
宣
の
位
階
昇

進
御
用
掛
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

天
保
十
二
年
間
正
月
、
小
太
郎
(
永
真
、
十
五
歳
)
が
初
御
目
見
し
、

二
男
千
代

松
が
百
家
を
た
て
る
。

同
年
七
月
長
女
ふ
み
が
井
上
逸
作
(
側
用
人
)
嫡
子
庄

二
郎

(
庄
太
郎
か
)
と
縁
組
を
す
る
。

天
保
十
二
年
十
月
二
四
日
、
市
左
衛
門
と
小
太
郎
が
仕
え
て
い
た
斉
宣
が
死
去
す

る
。
当
日
こ
の
記
載
は
無
い
が
し
ば
ら
く
あ
と
に
「
中
将
様
(
斉
宣
)
御
逝
去
後
依

願
御
役
御
免
被
仰
付
、
翌
日
御
納
戸
奉
行
御
役
被
仰
付

」
と
あ
る
。

市
左
衛
門
は
斉

宣
の
死
後
自
ら
職
を
辞
す
が
、
天
保
十

三
年
四
月
納
戸
奉
行
に
復
職
し
、
小
太
郎
は

新
た
に
斉
彬
付
小
姓
(
当
時
十
六
歳
)
と
な
る
。

仙
波
家
は
そ
の
ま
ま
高
輪
屋
敷
内

に
居
住
し
て
い
る

。

天
保
十
四
年
六
月
、
千
代
松
は
身
寄
り
の
な
い
真
如
院
の
宿
許
を
仰
せ
付
け
ら
れ

る
。

真
如
院
に
つ
い
て
は
「
真
如
院
方
事
大
慈
院
(
斉
宣
)
様
御
側
江
多
年
相

勤
御
子
様
方
御
実
母
ニ
而
追
々
格
式
と
も
結
構
被
仰
付
(
後
略
)
」
と
あ
り
、

斉
宣
側
室
で
子
を
産
ん
だ
人
物
で
あ
る

。

真
如
院
こ
と
百
十
は
島
津
樵
嵐
久
手
養
女

で
、
斉
宣
と
の
聞
に
八
人
の
子
を
産
み
、
そ
の
う
ち
松
平
定
穀
・
晴
姫
・
種
子
島
久

珍
・
寵
姫
の
四
人
が
成
長
し
た
1

0

斉
宣
の
晩
年
は
唯
一
の
側
室
と
し
て
、
そ
の
寵

愛
を
受
け
た
2

0

弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
七
月
、
市
左
衛
門
の
妻
は
伊
集
院
鉄
次
郎
の
妻
と
共
に
、

斉
彬
付
中
臆
見
習
が
産
む
予
定
の
赤
子
の
乳
付
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る

。

弘
化
四
年
正
月
、
聡
徳
院
の
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る

。

こ
の
こ
と
が
縁
と
な
っ

た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
後
に

三
女
浪
江
が
聡
徳
院
付
女
中
と
な
り
、
市
左
衛
門
自

身
も
結
び
つ
き
を
強
め
る

。

嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
正
月
、
百
千
代
松
が
初
御
目
見
を
は
た
し
、
小
太
郎
が

松
平
喬
松
丸
(
烏
取
藩
池
田
慶
栄
)
家
中
和
田
勝
平
娘
と
縁
組
を
交
わ
す
。

同
年
八

月
、
千
代
松
は
斉
彬
付
小
姓
と
な
る
が
、
そ
の
ま
ま
高
輪
屋
敷
の
市
左
衛
門
方
に
同

居
。

同
年
斉
彬
付
中
鵡
格
ふ
き
を
市
左
衛
門
の
養
女
に
し
て
家
中
奥
村
周

三
郎
と
縁

組
さ
せ
る
。

嘉
永
三
年
四
月
、
市
左
衛
門
は
鉄
砲
奉
行
に
役
替
え
と
な
り
、
江
戸
定
府
御
免
、

家
内
と
も
国
許
鹿
児
島
へ
引
越
し
を
命
じ
ら
れ
、
金

一
O
両
を
給
う
。

同
月
十
六
日

市
左
衛
門
は
次
女
を
叔
父
市
十
郎
の
養
女
し
江
戸
に
残
す

。

ま
た
小
太
郎
の
妻
も
病

弱
な
た
め
親
元
に
預
け
て
鹿
児
島
へ
は
連
れ
て
行
か
な
い
こ
と
と
す
る

。

嘉
永
三
年
四
月

二
十
八
日
、
市
左
衛
門
は
妻
ひ
ろ
(
四
十
三
歳
)
・
せ
ん
(
十
八
歳
)
・

ま
ん
(
十
五
歳
)
・
ょ
う
(
十
歳
)
・
三
男
甲
子
三
(
八
歳
)
並
び
に
下
男
下
女
を
連

れ
て
江
戸
を
発
ち
、
六
月
六
日
鹿
児
島
へ
入
り
、
加
冶
屋
町
に
拝
領
し
た

一
四
七
坪

の
屋
敷
に
居
を
定
め
た

。

記
載
が
無
い
た
め
い
つ
か
定
か
で
な
い
が
、
下
回
前
後
に
嫡
男
小
太
郎
が
死
去
し

て
お
り
、
同
年
九
月
十
五
日
二
男
は
別
に
家
を
起
し
た
の
で

三
男
甲
子
三
を
嫡
子
に

し
た
い
と
願
い
を
出
し
、
翌
四
年
正
月
甲
子
三
を
嫡
子
と
す
る
許
可
が
下
り
る
。

嘉
永
四
年
二
月
二
日
、
島
津
家
で
代
替
り
が
あ
り
、
斉
興
が
隠
居
し
て
斉
彬
が
家

督
を
継
い
だ

。

嘉
永
五
年
六
月
十
九
日
、
な
ぜ
か
市
左
衛
門
は
逼
塞
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
七
月
晦

日
に
赦
免
さ
れ
る
。

同
年
七
月

二
十

一
日
仙
波
市
十
郎
の
養
女
と
な
っ
た
市
左
衛

門
娘
と
め
と
奥
平
大
膳
大
夫
昌
服
家
来
園
見
伝
右
衛
門
と
の
縁
組
が
成
立
す
る
。

嘉
永
六
年
正
月
、
千
代
松
は
幸
衛
と
改
名
す
る
。
同
年
五
月
、
甲
子
三
は
左
金
太

(54) 一一 77 一一
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と
改
名
し
御
目
見
を
す
る
。

同
年
五
月
二
十
一
日
、
広
敷
用
人
が
市
左
衛
門
に
娘
ま
ん
(
満
舞
)
を
篤
姫
付
御

番
人
と
し
て
召
抱
え
る
こ
と
を
告
げ
、
ま
ん
は
六
月
二
日
に
鶴
丸
城
大
奥
へ
入
る
。

七
月
三
日
に
は
さ
ら
に
せ
ん
(
勢
舞
)
も
篤
姫
付
御
側
女
中
に
召
抱
え
ら
れ
、
ま
ん

も
御
側
女
中
と
な
る
。

七
月
二
十
日
ま
ん
事
き
の
、
せ
ん
事
な
み
は
眉
を
剃
り
元
服

す
る
。
篤
姫
の
江
戸
出
府
に
つ
き
両
人
と
も
御
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
月

二
十
一

日
鹿
児
島
を
出
発
し
た
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
嘉
永
六
丑
年
五
月
廿

一
日
、
御
広
敷
御
用
人
。
拙
者
梓
袴
着
用
罷
出
候
様
申

来
、
罷
出
候
処

篤
姫
様
御
附

御
番
人

右
之
通
被

仙
波
市
左
衛
門
娘

満
舞

召
抱
之

五
月

右
之
通
御
広
敷
通
番
所
ニ
而
山
口
右
源
太

'
S致
承
知
候
、
左
ニ
而
六
月
二
日

大
奥
へ
差
上
申
候
事
(
⑧
嘉
永
六
年
五
月
二
十
一
日
条
)

一
同
年
七
月
三
日
、
御
広
敷
御
用
人
。
拙
者
椋
袴
御
用
申
来
候
罷
出
候
処

篤
姫
様
御
附

御
側
女
中

右
之
通
被

七
月

仙
波
市
左
衛
門
娘

勢
舞

召
抱
之

右
之
通
丑
七
月
三
日
御
広
敷
通
番
所
ニ
お
ひ
て
御
広
敷
御
用
人
小
森
新
蔵
を

以
承
知
い
た
し
、
同
月
廿
五
目
。
御
本
丸
大
奥
へ
差
上
申
候

事

(
⑧
嘉
永
六
年
七
月三
日
条
)

嘉
永
七
年
(
一
八
五
四
)
正
月
十
一

日
、
市
左
衛
門
は
馬
関
田
地
頭
職
を
仰
せ
付

け
ら
れ
、
鉄
砲
奉
行
と
納

戸
奉
行
も
兼
務
す
る

。

同
年
五
月
、
鹿
児
島
へ
の
引
越
し

や
娘
二
人
が
篤
姫
付
と
な
っ
た
こ
と
で
借
財
が
か
さ
ん
だ
た
め
援
助
を
願
い
、
閏
七

月
二
O
O

両
の
拝
借
が
叶
う

。

安
政
二
年
(

一
八
五
五
)
四
月
、
左
金
太
は
江
戸
詰
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
市
左
衛

門
の
も
と
を
は
な
れ
る

。

同
年
五
月
、
な
み
は
浪
(
波
)
江
と
改
名
し
、
芝
大
奥
よ

り
聡
徳
院
付
を
務
め
る
よ
う
仰
つ
け
ら
れ
、
阿
部
家
の
麻
布
龍
土
屋
敷
へ
移
る

。

安
政
コ
一
年
九
月
、
き
の
は
篤
姫
付
中
臆
と
し
て
幾
島
・
関
野
・
ふ
く
・
り
え
(
最

終
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
)
と
共
に
江
戸
城
に
上
が
る
こ
と
が
決
ま
り
、
仕
度
料
と
し

て
金
二
七
O
両
を
頂
戴
す
る
。

安
政
三
年
十
月
、
市
左
衛
門
は
側
役
に
転
じ
再
び
江
戸
定
府
と
な
り
、
引
越
料
と

し
て
金
三
O
O
両
を
拝
領
す
る
。
十
一
月

一
八
日
家
内
召
連
れ
鹿
児
島
を
出
立
、
翌

年
正
月
十
三
日
江
戸
高
輪
屋
敷
に
無
事
到
着
し
、
程
な
く
渋
谷
屋
敷
へ
引
き
移
る
。

安
政
四
年
三
月
、
上
屋
敷
御
殿
建
替
用
掛
、
四
月
に
は
来
年
の
琉
球
人
参
府
御
用

取
扱
、
十
二
月
斉
興
の
位
階
昇
進
御
用
掛
を
拝
命
し
、
十

二
月
二
十
九
日
斉
興
の
三

位
昇
進
御
用
精
勤
に
つ
き
褒

美
を
給
わ
る

。

安
政
五
年
三
月
五
日
、
前
記
の
功
に
よ
り
側
用
人
、
役
料
高
一
四

O
石
、
高
三
五

石
と
な
る
。
国
許
に
い
た
幸
衛
と
左
金
太
は
当
秋
参
勤
の
御
供
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

同
年
十
二
月
、
左
金
太
は
又
次
郎
(
島
津
忠
義
)
の
御
供
で
帰
府
し
、
奥
小
姓
と
な

る
(
十
六
歳
)
。

安
政
六
年
三
月
、
勝
姫
の
国
許
下
向
吟
味
用
掛
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
同
年
八
月

上
屋
敷
御
殿
廻
り
建
替
え
骨
折
り
に
つ
き
紗
綾
二
巻
を
拝
領
。
同
月
二
十
八
日
百
幸

衛
と
高
木
主
水
正
家
来
高
木
新
兵
衛
娘
と
縁
組
を
届
け
、
九
月
二
日
に
許
可
さ
れ
る
。

さ
て
⑤
に
よ
る
と
、
幸
衛
と
高
木
家
娘
は
る
と
の
縁
組
は
安
政
四
年
七
月
に
成
立
し
、

は
る
は
十

一
月
に
仙
波
家
へ
引
き
移
る
が
、
正
式
の
婚
礼
が
こ
ん
な
に
遅
れ
た
の
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

万
延
元
年
(
一
八
六
O
)
十
月
、
市
左
衛
門
は
大
奥
勤
側
御
用
人
と
な
り
、
文
久

元
年
七
月
に
は
、
川
々
御
普
請
御
用
掛
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
同
年
十
月
、
幸
衛
は

小
納
戸
見
習
と
な
る
。
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文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
二
月
、
市
左
衛
門
は
町
奉
行
に
役
替
え
と
な
り
、
再
び

国
許
鹿
児
島
へ
移
る
こ
と
と
な
る
。
役
料
高
九

O
石
、
切
米
一
五
石
、
六
十
歳
、
引

越
料
と
し
て
二
O
O

両
を
頂
く
。
嫡
子
左
金
太
だ
け
で
な
く
、
百
幸
衛
も
定
府
御
免

と
な
り
、
二
人
と
妻
・
ょ
う
・
幸
衛
妻
は
る
を
連
れ
て
二
月
朔
日
旅
立
っ
た
。
同
月

二
十
二
日
鹿
児
島
に
到
着
し
中
福
良
の
屋
敷

に
入
っ
た
。

同
年
三
月
に
は
天
理
院
付
さ
か
と
聡
徳
院
付
浪
江
の
処
遇
に
つ
い
て
伺
い
を
出
し

て
い
る
。仙

波
市
左
衛
門
事
此
節
御
国
許
御
役
替
被
仰
付
家
内
引
越
被
仰
付
候
付

(
斉
似
)

而
、
同
人
娘
義
順
聖
院
様
思
召
を
以
御
入
城
之
時
分
御
供
被
仰
付
さ

か
と
申
候
而
当
分
ニ
も
天
理
院
様
御
中
臆
出
勤
罷
在
候
、
右
者
御
国
許

引
越
等
被
仰
付
候
付
、
此
度
御
暇
可
成
下
哉
、
其
佳
被
召
仕
候
義
ニ
御
座
候

哉
、
若
其
億
被
召
仕
候
ニ
候
者
宿
許
之
義
何
様
可
被
仰
付
候
哉
、
此
段
奉
伺

候
事

一
右
同
人
娘
浪
江
と
申
候
而
聡
徳
院
様
御
方
へ
被
召
仕
候
同
人
義
も

、

右

同
断
如
何
可
被
仰
付
候
哉
、
奉
伺
候
事

親
類

戊
三
月
二
十
四
日
西
筑
右
衛
門
(
⑧
文
久
二
年
七
月
三
日
条
)

市
左
衛
門
が
国
許
へ
引
っ
越
す
に
あ
た
り
奥
女
中
と
し
て
仕
え
て
い
る
二
人
の
娘
に

つ
い
て
、
暇
を
と
ら
せ
て
連
れ
て
行
く
か
そ
の
ま
ま
召
し
使
う
か
、
そ
の
ま
ま
召
し

使
う
場
合
は
宿
許
を
ど
う
す
る
か
、
親
類
の
西
筑
右
衛
門
を
通
じ
て
伺
い
を
立
て
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
さ
か
が
そ
の
ま
ま
天
産
院
に
仕
え
続
け
た
こ

と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
浪
江
に
つ
い
て
も
聡
徳
院
の
元
に
残
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
幕
末
期
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。
聡
徳
院
は
明
治
五
年
八
月
八
日
に
没
し
て

い
る
。

文
久
二
年
九
月
、
幸
衛
は
細
工
奉
行
、
左
金
太
は
寺
社
方
取
次
と
な
る
。
文
久
三

年
六
月
二
十
七
日
イ
ギ
リ
ス
船
七
隻
が
前
の
浜
へ
侵
入
、
薩
英
戦
争
が
起
こ
り
幸
衛

は
太
鼓
役
と
し
て
出
陣
し
た

。
元
治
元
年
(

一
八
六
四
)
に
も
幸
衛
は
長
州
征
伐
に

出
陣
し
、
仙
波
家
も
幕
末
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
慶
応
三
年
二
月

幸
衛
は
上
京
し
陸

軍
兵
隊
に
入
る
。
こ
の
と
き
幸
衛
の
嫡
子
千
代
松
は
三
歳
で
あ
る
。

慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)
二
月
十
五
日
、
嫡
子
左
金
太
が
昨
年
病
死
し
、
男
子
が

い
な
い
の
で
田
上
庄
司
の
二
男
市
次
を
養
子
に
し
た
い
こ
と
を
申
し
入
れ
、
同
年
許

可
さ
れ
て
、
仙
波
市
次
と
な
る
。
同
月
、
市
左
衛
門
は
永
賛
の
読
み
を
、
「
な
が
よ
し
」

よ
り
「
な
が
た
か
」
に
替
え
る
。
こ
れ
は
藩
主
忠
義
の
呼
び
名
を
陣
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
二
月
九
日
、
市
左
衛
門
は
津
守
と
改
名
し
、
同
年
四
月

十
七
日
七
十
余
歳
に
な
っ
た
の
を
理
由
に
家
督
を
養
子
市
次
に
譲
り
、
隠
居
し
た
。

二
、
篤
姫
と
さ
か

こ
こ
か
ら
は
②
③
⑤
の
日
記
を
中
心
に
見
て
い
く
が
、
嘉
永
六
年
に
つ
い
て
は
一

部
記
載
を
「
嘉
永
六
年
表
方
御
右
筆
間
日
記
」

3

よ
り
補
っ
た
。

嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
正
月
元
日
、
市
左
衛
門
は
島
津
家
の
菩
提
寺
福
昌
寺
へ

行
き
、
御
霊
屋
へ
参
詣
。
元
日
一
・
一
一
日
は
出
勤
な
く
、
三
日
の
謡
初
に
出
勤
。
九
日

に
昨
年
十
二
月
十
六
日
に
斉
彬
が
従
四
位
上
中
将
に
昇
進
し
た
知
ら
せ
が
来
て
、
祝

儀
が
あ
る
。

十
一
日
せ
ん
と
ま
ん
は
下
人
と
下
女
を
連
れ
て
出
宅
、
諏
訪
天
神
な
ど
へ
参
詣
の

後
、
夕
刻
市
国
家
へ
参
り
泊
ま
っ
て
翌
日
帰
る
。
市
国
家
は
広
大
院
(
寒
子
)
の
生

母
の
実
家
で
家
老
を
輩
出
し
た
家
で
あ
る
。
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
あ
り
し
ば
し
ば

子
供
た
ち

は
市
田
家
に
行
き
泊
ま

っ
て
帰
る
。
市
田
家
同
様
親
密
な
交
流
が
あ
り
、

子
供
た
ち
が
頻
繁
に
訪
れ
る
の
が
田
上
家
で
あ
る
。
市
左
衛
門
は
後
に
田
上
家
か
ら

養
子
を
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
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十
五
日
せ
ん
・
ま
ん
・
ょ
う
の
三
姉
妹
は
津
曲
へ
三
味
線
の
淡
い
に
行
く
。
江
戸

で
奥
女
中
に
な
る
に
は
三
味
線
な
ど
の
歌
舞
音
曲
の
素
養
が
求
め
ら
れ
た
が
、
市
左

衛
門
が
娘
た
ち
に
三
味
線
を
習
わ
せ
て
い
た
の
は
、
将
来
奥
向
に
上
げ
る
意
図
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
せ
ん
は
縫
物
の
稽
古
も
し
て
い
る
。

篤
姫
が
は
じ
め
て
日
記
に
登
場
す
る
の
は
三
月
二
十
九
日
の
条
で
あ
る
。
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江
戸
表
当
月
十
二
日
立
急
飛
脚
今
日
到
着
篤
姫
様
事
御
前
様
御
養
被
仰

出
御
用
番
様
へ
相
成
候
御
一
件
申
来
ル
、
右
ハ
今
和
泉
御
嫡
女
様
ニ
而
お
い
ち

様
と
申
候
(
②
嘉
永
六
年
三
月

二
十
九
日
条
)

こ
こ
に
は
二
つ
の
重
要
な
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
篤
姫
を
「
御
前
様
」

斉
彬
正
室
英
姫
(
恒
姫
)
の
御
養
い
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
御
養
い
と
は
正
室
以

外
の
者
を
生
母
と
し
て
生
ま
れ
た
子
供
に
対
し
、
正
室
が
嫡
母
の
立
場
と
な
る
と
い

う
も
の
で
あ
る

。

も
う

一
つ
は
篤
姫
が
今
泉
家
で
「
か
つ
」
で
は
な
く
「
い
ち
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ち
説
は
す
で
に
崎
山
健
文
氏
が
提
唱
さ
れ
て
い
た

が
4

、
そ
れ
を
確
定
さ
せ
る
証
拠
と
な
り
得
る
。
四
月
六
日
、
篤
姫
と
障
姫
が
英
姫

の
御
養
い
と
な
っ
た
祝
儀
が
仰
せ
渡
さ
れ
る
。

四
月
に
は
、
篤
姫
の
本
丸
(
鶴
丸
城
)
大
奥
住
居
が
触
れ
ら
れ
、
当
秋
の
参
府
行

列
は
聡
徳
院
の
例
に
倣
う
こ
と
と
な
っ
た

。

四
月

二
十
日
朝
、
花
浦
尼
が
せ
ん
の
御
殿
上
り
に
つ
い
て
内
談
に
入
来
、
花
浦
尼

は
昼
の
う
ち
御
殿
へ
参
り
夕
刻
再
度
来
る

。

花
浦
尼
は
田
上
家
の
人
で
、
恐
ら
く
は

か
つ
て
島
津
家
大
奥
に
奉
公
し
て
い
た
比
丘
尼
と
推
察
で
き
る
。
元
奥
女
中
が
御
殿

奉
公
を
斡
旋
す
る
例
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
る

。

娘
の
御
殿
上
り
に
つ
い
て
極
内
々
に

ま
ん
の
方
で
あ
る
と
く
る
が
、
別
の
人
か
ら
は
せ
ん
で
あ
る
と
い
わ
れ
混
乱
し
て
い

た
が
、
二
十
四
日
伊
木
よ
り
ま
ん
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

。

五
月
三
日
斉
彬
が
江
戸
を
発
っ
た
と
の
知
ら
せ
が
入
る

。
五
日
は
田
上
家
嫡
子
の

初
節
句
に
つ
き
、
妻
と
せ
ん
が
参
り
馳
走
を
受
け
る
。

翌
日
柏
餅
を
作
り
返
礼
と
し

て
田
上
へ
差
し
上
げ
る
。
花
浦
尼
が
ま
ん
の
御
殿
上
り
に
つ
い
て
夕
刻
入
来
。

十
四

日
も
花
浦
尼
が
入
来
し
、
ま
ん
が
今
月
末
御
殿
上
り
す
る
よ
う
大
奥
か
ら
達
し
が

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

。

二
十

一
日
、
麻
袴
着
用
で
広
敷
通
番
所
に
罷
り
出
た
市
左
衛
門
に
対
し
広
敷
用
人

よ
り
次
の
達
し
が
あ
っ
た
。

篤
姫
様
御
附

御
番
人

右
之
通
被
召
抱
候

右
之
通
御
広
敷
御
用
人
山
口
宇
源
太
殿
タ
致
承
知
、
又
口
達
に
而
上
り
之
節
ハ

追
而
頃
合
可
申
達
と
の
事
(
後
略
)
(
②
嘉
永
六
年
五
月

二
十

一
日
条
)

各
藩
が
藩
士
の
娘
を
自
藩
の
奥
向
へ
上
げ
る
時
は
命
令
性
の
強
い
「
召
出
」
を
使
う

こ
と
が
多
く
、
「
召
抱
」
は
江
戸
藩
邸
な
ど
で
町
人
・
農
民
や
幕
臣
・
他
藩
士
の
娘

を
採
用
す
る
と
き
に
使
う
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
に
は
「
召
抱
」
と
あ
る
が
、
次
に
述

べ
る
せ
ん
の
件
か
ら
も
、
強
制
の
「
召
出
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
十
二
日
市
左
衛
門
は
田
浦
の
市
田
家
、
伊
集
院
家
に
ま
ん
を
連
れ
て
暇
乞
い
に

い
く
。
そ
の
後
も
ま
ん
を
連
れ
て
隣
家
や
田
上
家
、
各
家
に
暇
乞
い
に
行
く

。

こ
れ

を
細
か
く
見
れ
ば
鹿
児
島
に
お
け
る
仙
波
家
の
交
友
関
係
が
わ
か
る
が
今
回
は
割
愛

し
た
い
。

二
十
三
日
花
浦
尼
よ
り
今
和
泉
へ
礼
の
文
を
出
す
と
の
こ
と
な
の
で
、
市

左
衛
門
よ
り
も
肴
料
を
添
え
る
。

二
十
四
日
広
敷
用
人
よ
り
ま
ん
を
、
二
十
八
日
に
御
殿
へ
上
る
よ
う
に
指
示
が
来

る
。

し
か
し
、

二
十
六
日
市
左
衛
門
は
広
敷
用
人
梁
瀬
善
左
衛
門
へ
面
会
し
、
ま
ん

の
体
調
が
悪
い
の
で
延
期
を
願
い
、
花
浦
尼
へ
も
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
。

ま
ん
は
緊

張
で
体
調
を
崩
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

六
月

一
日
ま
ん
快
気
の
こ
と
を
申
し
入
れ
る

と
、
翌

二
日
上
げ
る
よ
う
指
示
が
き
た
。

ま
ん
は
諏
訪
社
天
満
宮
参
詣
し
、
墓
参
も

済
ま
せ
る
。

(57) -74 一一

仙
波
市
左
衛
門
娘

六
月
二
日
ま
ん
は
駕
龍

一
艇
・
釣
台

一
梓
・
箪
笥

一
梓
・
長
持

一
棒
、
な
ら
び
に

下
女
も
と
を
連
れ
て
御
殿
に
上
が
っ
た
「
お
ま
ん

事
今
日
口
大
鐘
頃
。
御
本
丸
大
へ

駕
能
ニ
而
上
ル
」
。
花
浦
尼
も
先
に
御
殿
へ
入
り
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。
翌
日
田
上

へ
行
き
花
浦
尼
に
滞
り
な
く
済
ん
だ
礼
を
す
る

。

五
日
今
和
泉
屋
敷
を
出
て
鶴
丸
城
へ
入
る
篤
姫
を
迎
え
に
、
ま
ん
は
今
和
泉
家
へ

行
く
。

こ
の
時
の
迎
え
人
は
ま
ん
と
御
年
寄
園
河
の
二
人
き
り
で
あ
る

。

篤
姫
様
御
事
今
日
午
之
刻
、
今
和
泉
御
や
し
き
タ
御
台
所
御
門
御
広
敷
御
玄
関

。
御
上
り
、
右
付
お
ま
ん
事
御
年
寄

一
緒
ニ
四
時
。
今
和
泉
へ
御
迎
ニ
差
越
、

御
跡
乗
相
勤
候
由
(
②
嘉
永
六
年
六
月
五
日
条
)
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六
日
江
戸
よ
り
江
戸
屋
敷
の
大
奥
を
取
り
仕
切
る
大
年
寄
小
の
島
ら
御
供
女
中
が

斉
彬
に
先
立
ち
到
着
、
い
つ
も
藩
主
に
御
供
す
る
女
中
に
加
え
当
秋
篤
姫
出
府
の
御

迎
女
中
も
六
・
七
人
程
一
緒
に
到
着
す
る
。

此
度
江
戸
表
人
ο
御
供
之
女
中
到
着
、
右
常
之
外
ニ
当
秋
篤
姫
様
御
出
府
ニ
付
而

御
迎
女
中
も
六
・
七
人
程
一
緒
ニ
着
之
由
(

②
嘉
永
六
年
六
月
六
日
条
)

今
回
小
の
島
は
鹿
児
島
に
下
る
途
中
京
都
で
公
家
の
娘
を

三
人
召
抱
え
て
い
る
。

二
十
二
日
に
は
斉
彬
も
無
事
に
鹿
児
島
へ
着
城
し
、
御
供
し
て
き
た
百
幸
衛
も
市

左
衛
門
の
元
に
安
着
し
た

。

二
十
七
日
、
篤
姫
付
御
供
女
中
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
せ
ん
も
大
奥
へ
上
げ
る

よ
う
、
市
左
衛
門
に
と
っ
て
は
驚
惇
の
仰
せ
が
来
る

。

翌
日
市
左
衛
門
は
せ
ん
を
御

殿
に
上
げ
る
件
に
つ
い
て
抵
抗
を
示
す
。

(
前
略
)
お
せ
ん
御
殿
へ
上
り
候
事
、
誠
ニ
以
思
召
之
程
何
と
も
冥
加
至
極
重

畳
難
有
仕
合
ニ
て
御
座
候
、
何
分
跡
々
之
処
両
人
之
子
と
も
い
ま
た
幼
少
老
人

ハ
兼
而
病
身
ニ
有
之
殊
ニ
妻
事
近
頃
至
而
身
弱
ニ
有
之
、
外
ニ
親
類
縁
者
も
無

之
事
御
座
候
ヘ
ハ
、
追
々
之
庭
兎
も
角
此
両
三
年
之
庭
奉
恐
入
候
事
ニ
御
座
候

無
嫁
御
断
申
上
度
夫
も
不
相
整
義
御
座
候
、
今
日
お
ま
ん
と
引
替
相
成
候
而
も

宜
候
か
両
人
之
内
壱
人
ハ
御
免
被
仰
付
候
様
奉
願
段
申
候
処
(
後
略
)

(
②
嘉
永
六
年
六
月
二
十
七
日
条
)

せ
ん
と
い
う
こ
と
な
ら
ま
ん
と
引
替
に
し
て
く
れ
な
い
か
、

二
人
の
う
ち

一
人
に
し

て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
て
い
る

。
二
十
九
日
、
せ
ん
一
件
に
つ
い
て
井
上
に
内
談
す
る
。

こ
の
井
上
は
井
上
逸
作
と
推
察
で
き
る
。

側
役
で
あ
る
逸
作
は
斉
彬
に
従
い
鹿
児
島

に
入
り
、
篤
姫
の
広
敷
用
人
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
七
月

三
日
に
「
仙
波
市
左
衛
門
娘
を
篤
姫
様
御
附
御
側
女
中
に
召
抱
え

る
の
で
、
来
る
五
日
に
大
奥
へ
差
し
上
げ
る
よ
う
」
広
敷
で
通
達
を
受
け
る
。

そ
れ

で
も
納
得
で
き
な
い
市
左
衛
門
は
、
一
先
ず
は
せ
ん
の
病
気
届
け
を
出
し
て
切
り
抜

け
、
一
人
は
手
元
に
置
き
た
い
と
諸
方
に
相
談
す
る

。

四
日
、
ま
ん
は
篤
姫
付
御
番
人
よ
り
御
側
女
中
と
な
り
、
き
の
と
改
名

。

こ
の
時

の
篤
姫
付
女
中
は
表
使
格
御
守
関
野
、
御
側
女
中
ふ
く
・
き
の
・
っ
さ
・
や
の
の
五

名
で
あ
る
。

七
日
の
「
嘉
永
六
年
表
方
御
右

筆
間
日
記
」
に
は
ま
だ
正
式
に
上
が
っ

て
い
な
い
せ
ん

事
な
み
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る

。

娘
た
ち
の
こ
と
で
気
を
も
ん
で
い
る
最
中
に
も
政
局
は
動
い
て
お
り
、
九
日
に
届

い
た
江
戸
よ
り
の
飛
脚
で
将
軍
家
慶
の
亮
去
を
知
り
、
二
十
二
日
に
は
長
崎
表
に
ロ

シ
ア
船
四
隻
が
渡
来
し
た
報
に
接
す
る
。

あ
き
ら
め
た
の
か
市
左
衛
門
は

二
十
二
日
に
せ
ん
の
全
快
届
け
を
上
げ
る
。

せ
ん

は
田
之
浦
の
誠
恐
院

(
斉
宣側
室
、
聡
徳
院
生
母
)
な
ら
び
に
市
国
家
へ
暇
乞
い
、

翌
日
は
墓
参
を
し
た
後
、
伊
木
・
田
上
へ
暇
乞
い
を
済
ま
せ
る

。

二
十
五
日
せ
ん
は
大
奥
へ
駕
箆
に
て
上
り
、
翌
日
な
み
と
改
名
、
御
側
の
頭
を
仰

せ
付
け
ら
れ
る
。
二
十
七
日
磯
御
殿
に
入
っ
た
篤
姫
に
、
な
み
・
き
の
も
御
供
を
す
る
。

二
十
八
日
、
市
左
衛
門
嫡
子
甲
子
三

(
実
名
永
陽
)
は
通
称
を
左
金
太
と
改
名
し
、

藩
主
斉
彬
に
初
御
目
見
を
は
た
す

。

同
日
き
の
は
宿
下
り
を
願
い
、
今
晩
よ
り
五
夜

許
さ
れ
る
。

奉
公
に
出
た
ば
か
り
の
き
の
に
宿
下
り
を
許
し
た
の
は
、
娘

二
人
を
篤

姫
付
と
さ
せ
ら
れ
た
市
左
衛
門
へ
の
配
慮
で
あ
ろ
う
か

。

宿
下
り
し
た
き
の
に
篤
姫

よ
り
金
二
百
疋
が
与
え
ら
れ
る
。
八
月
三
日
御
供
仕
度
料
と
し
て
金
十
五
両
ず
つ
拝

領
す
る
。

四
日
、
五
夜
の
暇
を
済
ま
せ
た
き
の
は
駕
龍
に
て
御
殿
へ
上
る
。

御
礼
と

し
て
篤
姫
に
肴

一
折
を
進
上
、
御
年
寄
へ
も
一
折
贈
る
。

八
月
九
日
篤
姫
は
諏
訪
祇
園
社
へ
参
詣
し
、
な
み
・
き
の
も
御
供
す
る

。

十
一
日

斉
彬
・
篤
姫
が
玉
里
別
邸
へ
娘
両
人
も
御
供
す
る
。

十
三
日
妻
は
ょ
う
を
連
れ
て
御

殿
奥
部
屋
の
な
み
・
き
の
を
訪
ね
る

。

二
十

一
日
、
篤
姫
は
江
戸
に
向
か
う
た
め
鹿
児
島
を
出
立
し
た

。

篤
姫
様
今
朝
五
時
御
供
揃
四
時
打
切
頃
御
広
敷
御
玄
関
出
立
、
江
戸
表
へ
御
発

興
、
お
な
ミ
御
先
番
お
き
の
ハ
御
供
之
由
ニ
而
、
い
つ
れ
も
元
気
ニ
出
立
い
た

し
候
事
(

②
嘉
永
六
年
八
月
二
十

一
日
条
)

娘
二
人
も
元
気
に
御
供
し
た
。

仙
波
家
で
は
花
浦
尼
ら
を
呼
ん
で
、
娘
出
立
の
跡
祝

い
を
行
な
っ
た

。
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二
十
二
日
苗
代
川
へ
篤
姫
到
着

。
二
十
七
日
、
出
水
よ
り
二
十
四
日
に
出
し
た
娘

二
人
の
文
が
鶴
丸
城
大
奥
へ
届
き
、
市
左
衛
門
の
手
元
に
遣
わ
さ
れ
る

。
二
十
九
日

は
市
左
衛
門
よ
り
も
文
を
出
す
。

そ
の
後
も
姫
路
・
伏
見
よ
り
出
し
た

二
人
の
文
が

仙
波
家
へ
届
け
ら
れ
る
。
篤
姫
は
九
月
二
十
日
に
姫
路
を
出
、
十
月

二
日
に
は
内
々

に
近
衛
家
へ
参
り
、
六
日
伏
見
出
立
、
同
月
二
十

三
日
江
戸
表
へ
安
着
し
、

二
人
の

娘
も
滞
り
な
く
御
供
を
勤
め
た

。

十

一
月

二
十
六
日
先
月
晦
日
江
戸
に
お
い
て
姫
が
誕
生
し
、
寧
姫
と
名
付
け
ら

れ
た
と
知
ら
せ
が
入
る
。

安
政
元
年
(
一
八
六
四
)
・
二
年
と
記
録
は
無
く
、
市
左
衛
門
の
次
の
日
記
は
安

政
三
年
正
月
に
飛
ぶ
。
四
人
の
娘
ふ
み
・
と
め
・
浪
江
(
な
み
は
聡
徳
院
付
と
な
り

浪
江
と
改
名
)
・
き
の
と
二
人
の
息
子
幸
衛
・
左
金
太
は
江
戸
に
居
り
、
鹿
児
島
の

仙
波
家
で
は
寂
し
い
正
月
を
向
か
え
る

。

と
は

言
え
正
月
六
日
に
は
浪
江
よ
り
御
所

落
雁

一
箱
・
き
の
よ
り
木
の
葉
餅
、
地

震
の
戯
絵
十
六
枚
(
前
年
十
月
安
政
の
大
地

震
)
が
届
き
、
市
左
衛
門
よ
り
も
浪
江
・
き
の
ら
へ
様
々
な
も
の
を
送
っ
て
い
る

。

市
左
衛
門
は
鹿
児
島
に
い
る
が
日
記
に
は
篤
姫
に
関
す
る
記
事
も
散
見
す
る
の
で

拾
っ
て
い
こ
う
(
日
付
は
日
記
の
記
載
日
で
あ
る
)
。

三
月
十
六
日
、
江
戸
表
よ
り
先
月

二
十
九
日
に
急
飛
脚
で
出
し
た
文
が
到

着
、
先

月

二
十
八
日
斉
彬
が
登
城
し
た
際
、
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
よ
り
篤
姫
の
縁
組
が
仰

せ
出
さ
れ
る
。

十
九
日

篤
姫
の
吉
左
右
に
つ
い
て
江
戸
表
へ
飛
脚
を
出
す

。

四
月

十
九
日
も
篤
姫
に
関
す
る
急
飛
脚
が
出
さ
れ
る
。

四
月
二
十
五
日
、
篤
姫
を
近
衛
忠
照
の
養
女
に
し
て
縁
組
す
る
こ
と
の
記
載
が
あ

る
。

(
斉
彬

)

太
守
様
月
次
ニ
付
去
ル
朔
日
被
遊
御
登
城
候
慮
、
篤
姫
様
御

事

近
衛

様
御
養
女
被
仰
出
御
縁
組
為
御
由
緒
柄
御
窺
と
も
弥
増
恐
悦
之
御
事
候
問
、

近
衛
様
へ
御
熟
談
為
在
候
様
阿
部
伊
勢
守
様
よ
り
被
遊
御
承
知
候
段
御
到
来

(
後
略
)
(

③
安
政
三
年
四
月

二
十
五
日
条
)

五
月
八
日
、
江
戸
表
を
四
月
二
十
四
日
出
た
便
り
が
今
日
到
着
し
、
そ
れ
に
よ
り

篤
姫
御
用
と
し
て
錦
・
椴
子
類
を
準
備
す
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
る

。

十

一
日
も
同
様

の
記
事
が
あ
り
、
十
六
日
に
は
江
戸
表
よ
り
見
本
が
送
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
説
え

る
よ
う
明
石
屋
に
調
進
を
命
じ
る

。

さ
ら
に
七
月
六
日
に
は
「
篤
姫
御
用
相
成
候

問
御
買
上
之
都
而
江
戸
廻
り
御
渡
し
候
御
家
老
衆
。
致
承
知
(
後
略
)
」
と
あ
る
。

二
十
二
日
に
は
明
石
屋
八
兵
衛
が
調
進
し
た
篤
姫
の
雌
子
が
で
き
あ
が
る
。

さ
ら
に

八
月
・
九
月
と
篤
姫
の
呉
服
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
が
、
八
月
十
日
に
は
琉
球

渡
来
の
雌
子
を
進
上
し
て
い
る
。

御
台
所
と
な
る
篤
姫
の
衣
装
で
あ
る
か
ら
、
京
都
や
江
戸
で
整
え
る
印
象
が
あ
る
。

勿
論
、
そ
れ
ら
の
所
で
も
調
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
地
元
鹿
児
島
で
も
積
極
的
に

調
進
し
て
い
る
。

地
域
に
お
け
る
呉
服
の
技
術
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
内
容
で
あ

る
。

す
み

こ

八
月

一
日
、
篤
姫
は
近
衛
家
の
養
女
と
な
り
「
篤
君
」
の
君
号
と
「
敬
子
」
の
詳

を
賜
り
、
十

一
月
上
旬
に
江
戸
城
広
敷
へ
入
輿
の
予
定
と
知
ら
せ
が
来
る

。
二
十
八

日
、
篤
姫
の
江
戸
城
入
り
に
き
の
が
御
供
と
し
て
上
る
こ
と
に
つ
い
て
今
月
十
日
に

内
談
が
あ
り
、
井
上
と
き
の
が
承
知
し
た
旨
の
知
ら
せ
が
届
く

。

九
月

二
十
三
日
、
江
戸
表
よ
り
の
飛
脚
で
、
幾
島
・
関
野
・
ふ
く
・
き
の
(
仙
波

娘
)
・
り
え
が
篤
姫
江
戸
城
入
り
の
節
、
御
供
す
る
こ
と
が
決
ま
る

。

一
右
便
申
候
幾

し
ま
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関
野

ふ
く

き
の

り
え

右
御
広
鋪
江
篤
君
様
御
入
之
節
御
供
可
被

意
相
達
置
候
様
被

仰
付
候
事

右
之
通
八
月
十
日
渋
谷
大
奥
ニ
お
ひ
て
被
仰
付
候

一
金
弐
百
七
拾
両

右
同
断
付
仕
度
料
と
し
て
同
廿
日
頂
戴
分
仰
付
候

仰
付
候
由
、
n
u
r
T

叫
J

土
拡
+
ハ/

ノ
'
句
』t
l
I

御
外
四
人
も
夫
々
勤
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応
し
被

篤成
君下
御候

御附由
側御
女中
中璃

き
の

右
之
通
被

仰
付
{I芙

九
月

右
当
月
朔
日
於
渋
谷
大
奥
被
仰
付
候

右
之
通
被
仰
付
候
度
芳
吹
聴
申
越
、
福
分
と
し
て
肴
料
金
弐
百
疋
到
来
候
事

(③
安
政
三
年
九
月
二
十
三
日
条
)

き
の
に
御
城
御
供
上
り
仕
度
料
と
し
て
金
二
七

O
両
が
渡
さ
れ
る
。

市
左
衛
門
が
一

家
を
連
れ
て
江
戸
に
戻
る
と
き
の
仕
度
料
が
三

O
O

両
で
あ
り
、
か
な
り
破
格
の
金

額
と
い
え
る

。
実
際
に
入
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
幾
島
(
宿
許
一
今
大
路
民
部
権
少
輔
)
・

留
野
(
宿
許
一
永
江
藤
右
衛
門
)
・
さ
か
(
仙
波
娘
)
・
り
き
(
宿
許
一
岩
本
太
右
衛
門
)
・

ほ
の
(
宿
許
一
逆
瀬
川
玄
斎
)
で
あ
る
。

き
の
が
さ
か
と
改
名
し
た
よ
う
に
他
の
メ

ン
バ
ー
も
改
名
し
た
可
能
性
が

高
い
が
、
メ
ン
バ
ー
交
代
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。

九
月
二
十
九
日
、
き
の
へ
説
え
た
縮
緬
、
鶏
ょ
う
し
、
手
拭
を
、
十
月

二
日
に
は

平
元
結
紙
な
ど
を
送
っ
て
い
る

。

さ
ら
に
八
日
に
は

「御
城
上
り
御
供
心
得
方
」
を

書
い
て
送
っ
て
い
る
。

娘
を
心
配
す
る
親
心
が
感
じ
ら
れ
る

。

十
月
十
一
日
、
側
役
と
な
っ
た
仙
波
市
左
衛
門
は
再
び
江
戸
定
府
を
命
じ
ら
れ

る
。

家
内
を
召
連
出
府
す
る
た
め
の
仕
度
金
と
し
て
金

三
O
O
両
を
賜
る
。
二
十
三

日
転
役
に
つ
き
地
頭
所
で
あ
る
馬
関
田
よ
り
挨
拶
が
あ
る

。

御
廟
所
・
御
霊
屋
へ
拝

礼
、
墓
参
を
済
ま
せ
、
市
田
家
、
田
上
家
、
花
浦
尼
な
ど
へ
別
れ
の
挨
拶
を
行
な
う

。

十

一
月
十
八
日
、
鹿
児

島
出
立
。

江
戸
に
お
け
る
市
左
衛
門
の
動
向
は
次
章
に
譲
り
、
続
け
て
篤
姫
に
関
す
る
記
載

を
見
て
い
こ
う
。

十
二
月
十
七
日
江
戸
へ
の
道
中
、
大
坂
屋
敷
で
市
左
衛
門
は
篤
姫
が
去
る
先
月

十
一
日
に
入
城
し
、
き
の
は
さ
か
と
改
名
し
無
事
御
供
上
り
を
し
た
と
の
報
に
接
す

る
。

篤
姫
様
御
事
旧
冬
十

一
月
十
一
日
無
御
滞
被
遊
御
入
城
十
二
月
十
一
日
御
結

納
御
祝
儀
為
在
同
十
八
日
御
婚
姻
為
整
候
付
、
御
当
日
夕
御
台
様
と

の
御
称
号
被
仰
波
、
翌
十
九
日
初
而
御
使
御
広
敷
御
用
人
を
以
干
鯛
壱
箱
御

両
殿
様
よ
り
御
拝
領
之
由
(
中
略
)

お
き
の

事
さ
か
と
改
名
被

上
候
事

仰
付
十

一
月
十

一
日
難
有
御
供
ニ
而
御
本
丸
へ

(
⑤
安
政
四
年
正
月
十
五
日
条
)

入
城
を
は
た
し
た
篤
姫
は
十

二
月
十
一
日
に
結
納
、
同
十
八
日
に
婚
姻
を
済
ま
せ
、

御
台
様
と
称
さ
れ
る
。

一
一月
七
日
、
さ
か
の
下
女
と
し
て
い
ね
を
御
城
に
上
げ
る
こ
と
と
す
る

。

十
九
日

に
は
本
丸
の
さ
か
へ
初
め
て
文
を
出
す

。

三
月
二
十
二
日
江
戸
城
よ
り
下
が
っ
た
い

ね
は
こ
の
御
殿
(
島
津
家
渋
谷
大
奥
)
へ
一
宿
、
翌
日
麻
布

(阿
部
家
聡
徳
院
方
)

へ
一
宿
し
て
江
戸
城
の
さ
か
の
元
へ
戻
る
。

十
月
に
も
い
ね
は
御
城
を
下
が
り
渋
谷

大
奥
に
一
泊
し
て
戻
る
。

四
月
四
日
、
市
左
衛
門
は
篤
姫
「
御
台
様
」
よ
り
拝
領
の
菓
子
を
、
英
姫
「
御
前

様
」
よ
り
頂
戴
す
る
。
さ
ら
に
篤
姫
よ
り
七
日
に
は
雛
道
具
を
、
八
日
に
は
小
袖
を

頂
戴
す
る
。

七
時
後
御
年
寄
小
の
島
。
急
ニ
致
面
会
度
段
御
広
敷

0
・
甲
来
候
、
致
出
勤
度
庭

御
城
。
い
た
、
き
之
御
品
に
て
小
袖
之
物
は
被
相
下
候
、
早
々
御
中
途
へ

相
届
候
様
取
計
呉
度
趣
候
(
後
略
)
(
⑤
安
政
四
年
四
月
八
日
条
)

参
府
し
た
斉
興
は
四
月
十

一
日
、
篤
姫
へ
献
上
物
を
差
上
げ
、
本
丸
よ
り
老
女
奉

文
の
挨
拶
が
来
る
。

四
月
十
二
日
朝
、
市
左
衛
門
の
妻
は
井
上
家
よ
り
立
ち
寄
っ
た
長
女
ふ
み
を
同
道

し
て
、
江
戸
城
の
さ
か
方
へ
行
き
、
部
屋
向
や
詰
所
を
見
物
後
、
宿
泊
し
て
、
十
五

日
に
帰
る
。

間
五
月
十
三
日
な
か
と
い
う
女
性
を
江
戸
城
の
さ
か
方
へ
差
し
遣
わ
し
、

二
夜
泊
ま
り
戻
る
。

な
か
は
十

二
月
に
も

二
晩
さ
か
方
に
止
宿
し
て
い
る

。

な
か
は

市
左
衛
門
が
鹿
児
島
に
も
連
れ
て
行
っ
て
い
る
仙
波
家
の
使
用
人
で
あ
る

。

市
左
衛
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門
は
妻
や
娘
に
も
「
お
」
を
付
け
て
い
る
が
、
使
用
人
に
対
し
て
は
呼
び
捨
て
で
記

載
す
る
。

娘
さ
か
を
心
配
し
た
市
左
衛
門
が
、
な
か
に
様
子
を
見
に
行
か
せ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
月
十
一
日
、
本
丸
の
さ
か
よ
り
文
が
来
る
。

御
本
丸
お
さ
か
b
今
夕
文
到
来
(
中
略
)
此
九
日
九
時
分
。
吹
上
へ
公
方

様
御
台
様
被
為
成
、
御
帰
り
ニ
ハ
御
同
道
な
と
こ
而
至
極
之
御
口
口
之
由
、

お
さ
か
な
と
も
於
吹
上
公
方
様
御
酌
等
ニ
而
御
酒
な
と
戴
き
誠
ニ
有
か
た

き
段
内
々
申
越
候
事
(

⑤
安
政
四
年
五
月
十

一
日
条
)

五
月
九
日
、
家
定

・
篤
姫
の
吹
上
御
成
に
同
行

し
た
さ
か
は
、
家
定
よ
り
お
流
れ
を

頂
戴
し
た
。

さ
ら
に
七
月

二
日
に
は
家
定
よ
り
時
服
を
拝
領
す
る

。

公
方
様
b
お
さ
か
事
御
時
服
三
倫
子
亀
綾
さ
ら
し
昨
朔
日
初
而
拝
領
被
仰
付

段
吹
聴
申
越
御
品
為
致
拝
見
候
、
御
雌
子
御
節
句
ニ
着
用
い
た
し
御
礼
申
上
候

事
之
由
(

⑤
安
政
四
年
七
月
九
日
条
)

六
月
十
八
日
、
さ
か
へ
暑
中
見
舞
い
の
品
を
遣
わ
す

。

七
月
八
日
に
は
、
肴
一
折
、

絵
半
切
一
箱
を
聡
徳
院
へ
さ
か
よ
り
進
上
す
る
。
十
四
日
、
さ
か
よ
り
生
身
玉
(
子

か
ら
生
き
て
い
る
親
へ
長
寿
を
願
っ
て
物
を
贈
る
風
習
)
に
つ
き
肴
料

二
O
O

疋
、

晒
を
戴
き
、
返
礼
に
肴

二
O
O
疋
と
西
瓜
を
贈
る
。

九
月
十
三
日
は
篤
姫
よ
り
月
見

に
つ
き
肴
・
菓
子
を
拝
領
す
る
。

十
月
十
九
日
本
丸
大
奥
御
使
番
さ
よ
治
(
小
夜
路
・

篤
姫
付
御
使
番
)
が
岩
元
宅
に
逗
留

し
、
さ
か
の
こ
と

で
面
会
し
た
い
と
い
う
の
で

妻
が
会
い
に
行
っ
た
。
用
件
の
内
容
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

十
月
二
十
二
日
、
市
左
衛
門
は
御
台
所
献
上
金
に
つ
い
て
、
大
奥
へ
通
り
小
の
島

に
用
談
す
る
。

献
上
金
五
O
O

両
の
話
は
こ
れ
以
降
も
続
く
が
詳
細
は
次
章
に
譲
り

-
3
0
 

争
ム
し十

二
月
十

一
日
、
御
台
様
(
篤
姫
)
よ
り
歳

暮
祝
儀
の
使
い
が
薩
摩
藩
邸
に
使
わ

さ
れ
、
斉
彬
・
斉
興
へ
の
拝
領
物
、
干
鯛

一
箱
・
金
十
枚
を
島
津
忠
寛
(
佐
土
原
藩

主
)
が
名
代
と
し
て

受
け
取
っ
た
。
十
二
月

二
十

一
日
、
今
度
は
家
定
・
篤
姫
よ
り

英
姫
へ
歳
暮
の
祝
儀
と
し
て
広
敷
番
頭
が
遣
わ
さ
れ
る
。

広
敷
番
頭
大
谷
木
安
右
衛

門
は
広
敷
玄
関
よ
り
入
り
、
拙
者
つ
ま
り
市
左
衛
門
、
側
用
人
、
留
守
居
岩
下
佐
次

右
衛
門
ら
が
挨
拶
に
出
る
。

大
八
木
を
大
奥
客
聞
に
案
内
、
そ
の
後
は
御
年
寄
が
干

鯛

一
箱
を
受
け
取
る

。

退
出
し
た
大
谷
木
は
広
敷
用
人
詰
所
で
英
姫
よ
り
吸
物
・
酒
・

膳
の
饗
応
を
受
け
る
。

慶
応
四
年
(

一
八
六
八
)
四
月
十
日
、
江
戸
開
城
の
前
日
に

一
橋
邸
に
移
っ

た
天

埠
院
(
篤
姫
)
は
、
そ
の
後
築
地
の

一
橋
下
屋
敷
、
青
山
の
紀
州
邸
、
尾
張
藩
下
屋

敷
の
戸
山
邸
と
居
を
替
え
、
明
治
六
年
(

一
八
七
三
)
に
は
赤
坂
溜
池
に
近
い
福

吉

町
の
旧
相
良
藩
下
屋
敷
に
移
り
、
こ
こ
で
静
岡
か
ら
戻
っ
た
家
達
(
十
六
代
徳
川
宗

家
)
と
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

明
治
十
年
に
は
完
成
し
た
千
駄
ヶ
谷
邸
に
移
り
、
そ

こ
で
生
涯
を
閉
じ
る

。

こ
の
間
も
さ
か
は
天
埠
院
と
行
動
を
共
に
し
、
明
治
十
六
年
十

一
月

二
十
日
そ
の

死
を
看
取
る
こ
と
と
な
る
が
、
天
埠
院
の
死
後
も
暇
を
と
ら
ず
千
駄
ヶ
谷
徳
川
邸
で

女
中
と
し
て
働
き
続
け
る
。

家
達
と
近
衛
忠
房
娘
泰
子
と
の
「
御
婚
礼
御
祝
い
手
ひ
か
へ
」
(
明
治
十
六
年
・

一
八
八
三
)
5を
さ
か
は
り
き
と
共
に
認
め
て
い
る

。

き
か
は
嘉
永

三
年
(

一
八
五
O
)
に
十
五
歳

(
数え
年
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

保
七
年
(

一
八
三
六
)
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
何
年
に
死
去
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

家
達
の
娘
で
明
治
三
十
年
生
ま
れ
の
綾
子
と
綴
子
の
思
い
出
話
の
中
に

さ
か
が
登
場
す
る
6

0

二
人
の
記
憶
は
明
治

三
十
五
年
頃
よ
り
始
ま
る

。

さ
か
は
女

中
頭
と
し
て
千
駄
ヶ
谷
徳
川
邸
の
奥
を
取
り
仕
切
っ
て
お
り
、
「
さ
か
は
天
埠
院
様

の
お
供
を
し
て
き
た
者
で
、
天
埠
院
様
の
命
日
の

二
十
日
に
は
上
野
の
寛
永

寺
に
お

参
り
に
行
き
、
帰
り
に
は
い
つ
も
松
坂
屋
に
寄
っ
て
い
た
」
と
二
人
は
笑
っ

て
話
す
。

さ
か
が
明
治
期
に
亡
く
な
っ
た
の
か
、
大
正
期
ま
で
生
き
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

。

、
、
-
t
'

ノ

ー
l
i
p
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三
、
江
戸
で
の
生
活
と
市
左
衛
門
の
役
目

(1
)
島
津
家
の
姻
戚
関
係
と
市
左
衛
門
の
交
流



尚子)薩摩藩士仙波市左衛門の対幕府交渉と篤姫の動向一江戸東京博物館所蔵「薩摩藩士仙波家文書」の紹介一(畑

安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
正
月
十
三
日
朝
、
川
崎
宿
を
出
立
し
た
市
左
衛
門
ら
一

行
は
、
品
川
宿
の
手
前
の
浜
川
川
崎
屋
で
、
出
迎
え
に
訪
れ
た
仲
間
の
藩
士
、
菊
地

藤
助
・
長
崎
助
左
衛
門
・
園
田
八
十
右
衛
門
ら
や
、
叔
父
仙
波
市
十
郎
、
娘
ふ
み
・

と
め
・
浪
江
と
落
ち
合
い
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
七
ツ
時
頃
に
高
輪
屋
敷
五

三
番
長
屋

へ
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
二
月
二
十
九
日
に
渋
谷
屋
敷
へ
引
き
移
る

。

安
政
三
辰
年
十
一
月
十
八
日
家
内
召
列
御
国
許
出
立
、
翌
巳
年
正
月
十

三
日

江
戸
高
輪
屋
敷
へ
安
着
、
無
程
渋
谷
御
屋
敷
御
引
移
可
申
付
被
仰
付
、
同

二

月
廿
九
日
渋
谷
御
屋
敷
引
越
候
事
、
問
一
捌
か
畑

一明
訓一併
出
恥
間
一
縦
一
慨
は
同
地
問
町
恒
一
剛
一
計
、
一

(
斉

興

)

三
月
十
八
日
高
輪
江
宰
相
様
御
光
着
故
、
渋
谷
江
引
移
被
仰
付
候
事

(
⑧
安
政
四
年
二
月
条
)

こ
こ
で
、
安
政
四
年
の
薩
摩
藩
の
江
戸
屋
敷
、
島
津
家
の
人
々
、
仙
波
家
や
そ
の

周
辺
の
人
々
を
抑
え
て
お
こ
う

。

安
政
の
大
地
震
(
安
政
二
年
十
月
)
で
芝
屋
敷
が

半
壊
し
、
藩
主
斉
彬
・
正
室
英
姫
ら
は
渋
谷
屋
敷
に
移
り
、
藩
の
政
庁
も
こ
こ
に
置

か
れ
る
。

安
政
三
年
十
一
月
篤
姫
は
渋
谷
屋
敷
か
ら
江
戸
城
へ
入
る

。

高
輪
屋
敷
に

は
隠
居
斉
興
が
住
ま
い
、
桜
田
に
も
屋
敷
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
島
津

一
族
で
あ
る
聡

徳
院
が
住
ま
う
麻
布
龍
土
の
阿
部
家
江
戸
屋
敷
や
、
信
順
の
婿
入
り
先
で
あ
る
八
戸

藩
南
部
家
の
麻
布
市
兵
衛
町
上
屋
敷
も
渋
谷
屋
敷
よ
り
比
較
的
近
い
距
離
に
位
置
す

る
。市

左
衛
門
が
江
戸
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
二
人
の
息
子
百
幸
衛
と
左
金
太
は
長
女

ふ
み
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
井
上
家
に
厄
介
に
な
っ
て
い
た
が
、
井
上
逸
作
の
西
向
屋
敷

(
渋
谷
屋
敷
内
の
藩
士
の
住
い
)
は
十
一
日
に
火
災
に
遭
い
類
焼
し
た
。
西
向
屋
敷

に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
市
左
衛
門
も
急
逮
予
定
を
変
更
し
て
、
高
輪
屋
敷
に
入
っ
た

が
、
斉
興
が
鹿
児
島
か
ら
到
着
す
る
前
に
渋
谷
へ
引
き
移
っ
た

。

そ
の
後

、

市
左
衛
門
は
左
金
太
を
手
元
に
引
き
取
る
が
、
幸
衛
は
逸
作
が
体
調
を

崩
し
て
い
た
た
め
井
上
家
に
残
る

。

と
め
は
奥
平
家
の
家
臣
園
見
伝
右
衛
門
に
嫁
い

だ
の
で
、
奥
平
家
の
江
戸
屋
敷
に
居
る
は
ず
で
あ
る

。

浪
江
は
白
河
藩
阿
部
家
の
下

屋
敷
麻
布
龍
土
の
聡
徳
院
に
仕
え
て
お
り
、
さ
か
は
篤
姫
(
御
台
所
)
付
中
臆
と
し

て
江
戸
城
本
丸
大
奥
に
い
る

。

三
月
十
八
日
斉
興
が
鹿
児
島
か
ら
も
ど
り
高
輪
屋
敷
に
入
り
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ

る
よ
う
に
四
月
三
日
斉
彬
は
江
戸
を
発
駕
し
鹿
児
島
へ
向
か
っ
た

。

江
戸
を
経
つ
ま

で
、
斉
彬
は
精
力
的
に

一
門
の
人
た
ち
に
会
っ
て
い
る

。

そ
の
行
動
を
追
い
つ
つ
島

津
家
の
姻
戚
関
係
を
抑
え
て
お
こ
う

。

正
月
十
九
日
、
斉
彬
は
供
揃
で
年
頭
の
挨
拶
に
御

三
家
(
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
)

・

老
中
へ
廻
勤
後
、
山
内
豊
信
(
容
堂
・
松
平
土
佐
守
)
へ
も
廻
る

。
二
十
二
日
老
中

阿
部
正
弘
を
訪
問
す
る
。
二
十
八
日
と
二
月
朔
日
は
江
戸
城
へ
定
例
の
登
城

。

同
二
日
に
は
力
士
を
屋
敷
に
召
し
呼
び
、
馬
場
に
お
い
て
相
撲
を
取
ら
せ
、
南
部

遠
江
守
信
順
と
松
平
(
黒
田
)
美
濃
守
斉
滞
が
見
物
の
た
め
入
来
し
た
。

一
今
日
力
士
と
も
召
呼
、
於
馬
場
角
力
御
演
有
之
、
四
半
時
後
。
初
り
御
馬
場

見
所
御
覧
、
大
奥
。
も
為
入
暮
分
相
済

一
南
部
遠
江
守
様
右
為
御
見
物
四
時
後
表
御
門
御
玄
関
寸
御
出
、
無
程
御
馬
場

見
所
へ
御
出
、
松
平
美
濃
守
様
も
八
時
後
、
右
同
断
御
馬
ニ
而
裏
御
門
。
御

出
、
直
ニ
御
馬
見
所
へ
御
通
り
、
相
済
後
大
奥
へ
為
入
、
御
両
所
様
も
夜
ニ

入
四
時
分
御
玄
関
表
御
門
。
御
立
之
由
(
⑤
安
政
四
年
二
月
二
日
条
)

八
戸
藩
主
南
部
信
順
と
福
岡
藩
主
黒
田
斉
滞
は
共
に
島
津
重
豪
の
息
子
で
、
斉
彬
に

は
年
下
の
大
叔
父
に
あ
た
り
藩
主
就
任
に
尽
力
し
て
く
れ
た
人
物
で
あ
る

。
二
人
は

相
撲
見
物
の
後
、
大
奥
へ
入
っ
て
い
る

。

一
方
市
左
衛
門
も
江
戸
出
府
の
挨
拶
と

し

て
、
聡
徳
院
へ
は
勿
論
、
随
真
院
(
斉

宣
娘
・
日
向
佐
土
原
藩
主
島
津
忠
徹
室
、
当
時
の
佐
土
原
藩
主
は
島
津
淡
路
守
忠
寛
)
・

寵
姫
(
斉
宣
娘

・

小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
懇
室
)

・

晴
雲
院
(
斉
宣
娘

・

久
留
米
藩

主
有
馬
頼
永
室
)
を
訪
れ
各
姫
付
御
年
寄
の
案
内
で
奥
に
通
り
、
直
接
面
会
し
て
い

る
。

(62) -69 

一
一月
十
五
日
、
斉
彬
の
江
戸
城
の
殿
席
が
大
廊
下
下
之
部
屋
に
な
る

。

太
守
様
御
事
朔
望
其
外
大
廊
下
下
之
御
休
息
所
へ
御
控
被
遊
、
年
始
五
節
句
等

ハ
此
迫
之
通
与
御
留
守
居
今
日
御
呼
出

ニ
而
為
蒙
仰
候
事
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(
⑤
安
政
四
年
二
月
十
五
日
条
)

殿
席
と
は
諸
大
名
が
江
戸
城
に
登
城
し
た
際
に
控
え
る
部
屋
の
こ
と
で
、
家
格
に
よ

り
部
屋
が
異
な
り
大
廊
下
上
之
部
屋
の
御
三
家
が
最
上
位
で
、
島
津
家
は
元
来
大
広

間
で
あ
っ
た
。
島
津
重
豪
の
娘
寒
子
が
一
一
代
将
軍
の
御
台
所
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
天
明
四
年
(
一
七
八
四
)
、
重
豪
の
江
戸
城
の
お
け
る
殿
席
は
大
広
間
か
ら
大
廊

下
下
之
部
屋
に
昇
格
し
た
。
天
明
六
年
斉
宣
は
世
子
の
立
場
で
同
様
の
待
遇
を
受
け
、

文
化
六
年
に
家
督
を
継
い
だ
斉
興
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
嘉
永
四
年
に

家
督
を
継
い
だ
斉
彬
の
殿
席
は
元
の
大
広
間
に
一
戻
っ
た
。
斉
彬
の
待
遇
が
三
人
と
同

等
に
な
る
の
は
、
篤
姫
が
御
台
所
と
な
っ
た
こ
と
に
因
る
。

一
一
月
二
十
日
斉
興
が
正
月
二
十
八
日
に
国
許
を
発
駕
し
た
と
飛
脚
が
到
来
す

る
。
二
月
晦
日
、
市
左
衛
門
は
麻
布
市
兵
衛
町
の
南
部
信
順
、
霞
ヶ
関
の
黒
田
斉
鴻

へ
使
い
に
出
る
。
三
月
三
日
上

巳
の
登
城
、
こ
の
と
き
斉
彬
は
は
じ
め
て
大
廊
下
下

之
部
屋
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
。

三
月
十
日
、
斉
彬
は
増
上
寺
の
広
大
院
(
寒
子
)
御
霊
屋
へ
参
詣
、
そ
の
後
将
監

橋
戸
田
邸
の
親
姫
(
重
豪
娘
・
美
濃
大
垣
藩
主
戸
田
氏
正
室
)
住
居
へ
、
夕
方
に
は

霞
ヶ
関
の
黒
田
邸
に
入
り
、
五
ツ
半
時
後
に
帰
殿
。
翌
十
一
日
に
は
一
橋
邸
へ
、
お

そ
ら
く
は
慶
喜
と
面
会
し
た
の
で
あ
ろ
う

。

十
三
日
、
斉
彬
は
国
許
へ
の
暇
を
給
わ
り
、
上
使
と
し
て
老
中
久
世
大
和
守
広
周

が
薩
摩
藩
邸
を
訪
れ
斉
彬
が
出
迎
え
る

。

十
二
日
に
は
、
随
真
院
・
聡
徳
院
が
、
十
四
日
に
は
勝
姫
(
斉
興
娘
)
・
智
鏡
院
(
斉

興
娘
・
土
佐
藩
山
内
豊
田
…
室
)
・
晴
雲
院
が
、
十
七
日
に
は
親
姫
・
真
華
院
(
重
豪
娘
・

大
和
郡
山
藩
柳
沢
保
興
室
)
・
松
平
時
之
助
(
柳
沢
保
申
)
が
渋
谷
大
奥
を
訪
れ
る
。

十
八
日
隠
居
斉
興
が
高
輪
へ
光
着
。
翌
日
斉
彬
は
英
姫
と
と
も
に
斉
興
に
挨
拶
す

る
た
め
高
輪
邸
を
訪
れ
る
。
二
十
日
に
は
江
戸
発
駕
前
に
島
津
家
の
江
戸
の
菩
提
寺

大
円
寺
を
訪
れ
御
霊
屋
を
参
詣
し
た
。

発
駕
前
に
様
々
な
大
名
が
訪
ね
て
く
る
。
二
十
二
日
に
は
松
平
上
総
介
(
広
島
藩

世
子
浅
野
慶
峨
)
、
松
平
左
兵
衛
督
、
内
藤
駿
河
守
(
高
速
藩
内
藤
頼
寧
)
、
高
木
、
王

水
正
(
河
内
丹
南
藩
高
木
正
坦
)
、
青
山
主
水
(
旗
本
)
、
二
十
四
日
に
は
竹
腰
兵
部

少
輔
(
尾
張
藩
付
家
老
竹
腰
正
富
)
、
松
平
相
模
守
(
烏
取
藩
池
田
慶
徳
)
、
伊
達
遠

江
守
(
宇
和
島
藩
伊
達
宗
城
)
、
鍋
島
内
匠
(
旗
本
・
鍋
島
直
孝
、
佐
賀
藩
鍋
島
斉

直
五
男
)
。
池
田
慶
徳
は
一
橋
慶
喜
の
実
兄
に
あ
た
る
。
参
勤
交
代
で
国
許
に
行
く

前
に
、
他
家
に
輿
入
れ
し
た
一
族
の
女
性
た
ち
が
別
れ
を
惜
し
み
見
送
り
に
訪
れ
る

例
は
、
他
藩
で
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
大
名
ら
が
下
回
前
に

訪
れ
る
の
は
常
の
行
動
な
の
か
、
家
定
の
継
嗣
問
題
な
ど
政
局
が
ら
み
な
の
か
は

判
然
と
し
な
い
が
、

二
十
四
日
の
訪
問
者
か
ら
は
後
者
の
可
能
性
が
感
じ
取
れ
る
。

二
十
七
日
斉
彬
は
再
び

一
橋
邸
を
訪
れ
暇
乞
い
を
す
る
。

四
月

二
日
斉
彬
は
老
中
五
所
へ
廻
勤
、
阿
部
正
弘
に
は
直
接
会
う
。

三
日
斉
彬
発

駕
、
百
幸
衛
・
左
金
太
も
御
供
し
て
鹿
児
島
へ
向
か
う
。

安
政
二
年
七
月
二
十
一
日
に
死
去
し
た
真
如
院
の
三
回
忌
の
法
要
を
、
市
左
衛
門

は
百
幸
衛
と
と
も
に
盛
大
に
行
な
う
。
先
ず
、
七
月
十

二
日
大
円
寺
の
真
如
院
廟
前

に
石
燈
能

一
対
を
備
え
る
。
霊
前
に
供
え
る
線
香
、
水
菓
子
、
西
瓜
な
ど
も
用
意
す

る
。
さ
ら
に
鰻
頭
三
O
O

個
を
風
月
堂
に
注
文
し
、
高
輪
大
奥
の
嶋
山
は
じ
め
役
女

中
三
人
、
高
輪
屋
敷
内
の
西
村
仁
平
・
大
橋
金
十
郎
ら
、
細
川
家
内
伊
藤
ゑ
ん
・
浦

野
、
別
の
日
に
は
小
の
島
、
赤
坂
森
山
家
、
田
町
三
丁
目
藤
山
た
み
、
同
四
丁
目
大

坂
屋
、
四
谷
塩
町
二
丁
目
河
口
秀
栄
妻
さ
な
、
小
田
原
町
鯉
屋
庄
五
郎
娘
、
つ
ら
、
桜

田
屋
敷
内
村
岡
一
郎
次
な
ど
、
実
に
多
彩
な
人
々
に
配
っ
て
い
る
。
さ
な
と
う
ら
は

元
奥
女
中
で
あ
る
。
市
左
衛
門
が
斉
宣
付
で
あ
っ
た
と
き
、
斉
宣
か
ら
の
島
津
家
の

内
願
を
大
奥
へ
伝
え
る
仕
事
を
し
た
の
が
赤
坂
の
森
山
家
で
、
市
左
衛
門
は
斉
宣
の

意
を
受
け
て
動
き
、
森
山
家
と
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
た
。

二
十
一
日
は
真
如
院
三
回
忌
の
法
要
で
、
渋
谷
大
奥
か
ら
御
年
寄
岡
村
・
表
使
田

川
、
高
輪
よ
り
浜
江
、
新
御
殿
よ
り
梅
岡
、
随
真
院
・
聡
徳
院
兼
帯
浦
崎
、
晴
雲
院

付
亀
尾
、
寵
姫
付
岩
岡
、
伊
集
院
か
よ
・
富
田
こ
と
・
村
岡
き
ち
・
川
井
か
ち
、
野

村
後
室
、
元
真
如
院
付
人
さ
よ
・
う
ら
・
そ
の
な
ど
多
く
の
女
性
た
ち
が
参
列
し
た
。
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(
2
)活
発
に
動
く
女
性
た
ち

市
左
衛
門
の
日
記
に
は
前
節
で
見
た
よ
う
に
実
に
多
く
の
女
性
が
登
場
す
る
が
、

す
べ
て
を
比
定
す
る
に
は
検
証
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
長
女

ふ
み
、
浪
江
、
浪
江
の
主
聡
徳
院
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

安
政
四
年
正
月
十
三
日
、
鹿
児
島
か
ら
戻
っ
た
父
市
左
衛
門
を
ふ
み
・
と
め
・
浪

江
の
三
姉
妹
は
途
中
ま
で
出
迎
え
る
。
聡
徳
院
付
奥
女
中
と
し
て
奉
公
し
て
い
た
浪

江
は
暇
を
と
っ
て
の
出
迎
え
で
あ
る

。
休
暇
中
の
十
七
日
浪

江
は
徳
寿
院
の
初
七
日

で
島
津
家
の
菩
提
寺
大
円
寺
へ
墓
参
に
行
く

。

二
十
日
に
八
日
間
の
長
い
休
み
を
終

え
た
浪
江
は
船
橋
屋
の
菓
子
を
手
土
産
に
駕
能
で
麻
布
龍
土
の
屋
敷
へ
一
戻
っ
た
。
江

戸
城
大
奥
へ
奉
公
に
出
た
さ
か
は
こ
の
年
(
安
政
四
年
)
一
度
も
宿
下
り
を
し
て
い

な
い
が
、
浪
江
は
そ
の
後
も
川
崎
大
師
参
詣
の
た
め
宿
下
り
し
て
い
る
。
江
戸
城
大

奥
に
は
厳
し
い
規
則
が
あ
る
が
、
大
名
家
の
奥
向
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
と
い

え
る
。

し
か
も
浪
江
が
つ
か
え
て
い
る
聡
徳
院
は
、
市
左
衛
門
が
か
つ
て
御
用
掛
を

勤
め
て
お
り
、
聡
徳
院
は
市
左
衛
門
を
し
ば
し
ば
屋
敷
に
呼
び
つ
け
る
な
ど
仙
波
家

と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
阿
部
家
の
麻
布
龍
土
屋
敷
と
島
津
家
の
渋
谷
屋

敷
は
近
い
距
離
に
あ
る
。
二
月
二
日
、
市
左
衛
門
は
江
戸
出
府
の
挨
拶
と
浪
江
宿
下

り
の
御
礼
を
兼
ね
聡
徳
院
へ
御
機
嫌
伺
い
に
罷
り
出
る

。

ふ
み
が
仙
波
家
を
訪
れ
る
記
事
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
し
た

い
。
ふ

み
は
奉
公
を
し
て
い
な
い
が
、
島
津
家
の
大
奥
や
そ
の
縁
者
の
奥
向
、
妹
た

ち
の
勤
め
先
に
顔
を
出
し
、
彼
女
自
身
の
人
脈
を
構
築
し
て
い
る
。

二
月
二
十
七
日
ふ
み
は
昼
後
に
高
輪
大
奥
、
つ
い
で
隣
の
有
馬
家
中
屋
敷
の
晴
雲

院
を
訪
ね
て
い
る
。

三
月
十
二
日
に
は
斉
興
付
の
高
輪
大
奥
女
中
を
出
迎
え
品
川
の

釜
屋
ま
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の
釜
屋
は
慶
応
四
年
に
幾
島
が
西
郷
隆
盛
と
の
対
談
の

あ
と
利
用
し
た
宿
で
島
津
家
の
定
宿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六
月
十
二
日
に
は
高

輪
大
奥
に
さ
え
と
い
う
特
定
の
人
物
を
尋
ね
一
泊
し
て
い
る

。
三
月

二
十
日
に
は
宿

下
し
て
き
た
新
せ
ん
の
娘
り
く
を
誘
い
芝
居
見
物
へ
行
く
。

四
月
十
二
日
、
市
左
衛
門
妻
と
ふ
み
、
つ
ま
り
母
と
娘
は
一
緒
に
江
戸
城
の
さ
か

方
を
訪
れ
部
屋
向
や
詰
所
を
見
物
し
、
三
泊
す
る
。
市
左
衛
門
は
十
五
日
江
戸
城
へ

二
人
を
迎
え
に
家
来
と
下
人
・
下
女
を
遣
わ
す

。
二
人
は
ま
っ
す
ぐ
帰
ら
ず
大
丸
屋

へ
買
い
物
に
廻
る
。
さ
て
市
左
衛
門
も
家
族
や
仲
間
と
の
芝
居
見
物
、
舟
遊
び
な
ど

江
戸
市
中
で
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
る
が
今
回
は
割
愛
し
た
い
。

四
月
十
八
日
ふ
み
は
娘
い
さ
を
実
家
の
仙
波
家
に
預
け
て
麻
布
龍
士
の
浪
江
方
へ

参
り
泊
ま
る
。

お
ふ
み
事
お
い
さ
同
伴
ニ
而
昼
時
分
参
り
八
時
後
。
お
い
さ
ハ
此
方
へ
残
し
候

而
龍
土
浪
江
方
へ
参
り
今
晩
は
波
方
へ
止
宿
い
た
し
申
候
、
麻
布
ニ
而
ハ
七
時

後
よ
り
被
召
出
御
庭
へ
御
供
い
た
し
、
夜
分
も
御
目
通
り
ニ
而
御
膳
被
下
ニ

而
、
四
時
分
部
屋
へ
罷
下
候
由
(
⑤
安
政
四
年
四
月
十
八
日
条
)

十
九
日
龍

土
屋
敷
を
後
に
し
た
ふ
み
は
森
山
家
へ
向
か
う
。
ふ
み
が
浪
江
の
所
へ
行

き
麻
布
龍
土
に
泊
ま
る
こ
と
は
そ
の
後
も
何
度
か
あ
る
。

五
月
十
八
日
浪
江
は
ふ
み
と
川
崎
大
師
へ
参
詣
に
行
く
た
め
宿
下
り
を
す
る
。
翌

日
二
人
は
も
う
一
人
の
女
性
と
家
来
を
御
供
に
川
崎
大
師
へ
参
詣
し
夜
に
も
ど
る
。

一
一
月
二
日
に
江
戸
出
府
の
挨
拶
で
麻
布
龍
土
の
聡
徳
院
を
訪
ね
た
市
左
衛
門
は
、

三
月
十
七
日
・
四
月
六
日
も
聡
徳
院
の
元
へ
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
る
。

三
月
十
七
日
は
麻
布
市
兵
衛
町
の
南
部
信
順
へ
御
礼
に
行
っ
た
あ
と
、
平
服
に
わ
ざ

わ
ざ
着
替
え
て
訪
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
聡
徳
院
に
対
し
て
は
気
楽
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
ま
た
、
訪
問
す
る
だ
け
で
な
く
文
の
や
り
取
り
も
し
て
い
る
。
四
月
九
日
は

内
々
に
申
上
げ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
文
を
聡
徳
院
付
老
女
菊
野
へ
回
し
て
お
り
、

暑
中
の
進
上
物
は
聡
徳
院
だ
け
で
な
く
、
菊
野
へ
も
配
っ
て
お
り
娘
の
上
司
に
気
を

遣
っ
て
い
る
。

市
左
衛
門
は
聡
徳
院
に
「
用
が
あ
る
の
で
来
い
」
と
言
わ
れ
て
訪
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
五
月
は
内
藤
駿
河
守
頼
寧
へ
進
上
の
朱
粉
の
件
で
何
回
か
訪
れ
や
り
と
り
を
す

る
。
内
藤
頼
寧
は
若
年
寄
で
島
津
斉
彬
・
松
平
慶
永
と
交
際
が
あ
り
、
そ
の
娘
五
百

は
阿
部
正
備
の
正
室
と
な
っ
て
い
る
。
白
河
藩
阿
部
家
は
聡
徳
院
の
夫
正
篤
の
死
後
、

正
瞭
l

正
備
|
正
定
|
正
香
ー
ー
正
外
!
正
静
と
幕
末
ま
で
目
ま
ぐ
る
し
く
藩
主
が
替
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り
、
正
静
の
時
に
陸
奥
棚
倉
へ
減
封
の
上
、
所
替
と
な
る
。
菊
野
と
の
朱
粉
の
金
銭

の
や
り
取
り
の
仲
介
を
ふ
み
が
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
内
藤
頼
寧
へ
の
進
上
が

斉
興
の
官
位
昇
進
工
作
の
一
環
か
は
判
断
が
難
し
い
。

白
河
藩
阿
部
家
は
福
山
藩
阿
部
家
の
分
家
で
、
福
山
藩
の
当
主
は
辰
ノ
口
に
住
ま

う
老
中
阿
部
正
弘
で
あ
る
。
間
五
月
は
聡
徳
院
の
辰
ノ
口
訪
問
や
正
弘
所
望
の
品
を

献
上
す
る
件
で
呼
ば
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
聡
徳
院
が
斉
興
の
官
位
昇
進
の
た
め
に

動
い
て
い
た
と
見
る
事
も
で
き
る
。

し
か
し
、
六
月
十
七
日
暁
阿
部
正
弘
は
死
去
し
て
し
ま
う
。

二
十
日
に
こ
の
件
で

聡
徳
院
付
御
年
寄
に
面
会
し
内
談
し
た
市
左
衛
門
は
、
こ
れ
以
降
辰
ノ
口
に
対
す
る

お
悔
や
み
の
件
で
し
ば
し
ば
聡
徳
院
の
元
を
訪
れ
る
。
八
月

三
日
は
聡
徳
院
か
ら
阿

部
正
弘
へ
の
手
向
の
詠
歌
な
ど
を
見
せ
ら
れ
る
。
九
月
九
日
は
お
備
え
の
蓮
の
造
花

な
ど
を
拝
見
す
る
。

九
月

二
十
九
日
聡
徳
院
に
呼
ば
れ
て
行
く
と
、
国
許
(
鹿
児
島
)
福

昌
寺
の
大
慈

院
(
島
津
斉
官
乙
廟
前
へ
献
備
の
燈
篭
に
つ
い
て
の
こ
と
で
、
承
知
し
た
と
答
え
る
。

十
月
に
は
斉
官

一の
十
七
回
忌
の
法
要
が
行
な
わ
れ
た
。

十
二
月
七
日
、
市
左
衛
門
は
浪
江
よ
り
来
る
よ
う
連
絡
を
受
け
参
る
と
、
菊
野
が

体
調
不
良
で
あ
っ
た
た
め
藤
野
へ
面
会
し
聡
徳
院
の
御
前
へ
罷
り
出
る
。
そ
こ
で
聡

徳
院
よ
り
白
河
藩
の
所
替
の
内
願
の
こ
と
を
相
談
さ
れ
、
さ
ら
に
斉
興
の
官
位
昇
進

の
件
・
金
杉
戸
田
家
の
嶋
浦
一
件
・
伊
集
院
ら
役
替
え
の
こ
と
な
ど
島
津
家
内
部
の

こ
と
も
直
接
話
す
。

龍
士
。
御
用
之
義
有
候
、
孫
九
夕
刻
。
罷
出
候
様
被
仰
付
候
段
、
浪
江
，
グ
申
来

ニ
付
、
暮
前
よ
り
寒
中
御
機
嫌
う
か
、
ひ
兼
罷
出
、
菊
野
不
快
故
藤
野
へ
面
会
、

案
内
ニ
而
御
前
へ
罷
出
候
慮
、
恒
例
御
酒
御
吸
も
の
其
外
下
さ
れ
候
上
、
白

川
表
御
所
替
之
御
内
願
ニ
付
、
御
国
許
へ
被
進
候
御
直

書
井
堅
山
山
田
等
之
御

副
書
等
便
宜
次
第
出
呉
候
様
述
被
遊
候
御
渡
、
且
宰
相
様
御
心
願
御
一
条

井
金
杉
島
浦
之
一
件
、
伊
集
院
為
十
郎
殿
富
田
覚
太
郎
殿
御
役
替
候
事
、
御
直

話
承
知
い
た
し
四
半
時
分
帰
宅
い
た
し
候
事
(
⑤
安
政
四
年
十
二
月
七
日
条
)

分
限
帳
が
確
認
で
き
な
い
た
め
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
市
左
衛
門
が
出

府
し
た
際
、
手
土
産
を
渡
し
た
聡
徳
院
付
女
中
は
菊
野
、
藤
野
、
福
井
、
み
を
・
さ

よ
・
か
ね
・
き
ん
、
と
せ
、
仲
居
、
御
末

三
人
で
、
浪
江
と
彼
女
ら
は
島
津
家
よ
り

遣
わ
さ
れ
た
女
中
と
勘
案
で
き
る
。
聡
徳
院
は
嫁

し
て
も

島
津
宗
家
の
一
員
と
し
て

手
助
け
を
す
る
と
共
に
発
言
も
し
、
実
家
の
状
況
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一

方
で
大
藩
で
あ
り
御
台
所
に
も
縁
が
あ
る
実
家
島
津
家
を
、
婚
家
阿
部
家
の
内
願
成

就
に
利
用
す
る
こ
と
も
し
て
い
る
。

(
3
)大
奥
向
の
調
整
と
小
の
島

市
左
衛
門
が
安
政
四
年
に
行
な
っ
た
職
務
と
し
て
、
上
屋
敷
御
殿
建
替
用
掛
、
翌

年
の
琉
球
人
参
府
御
用
取
扱
、
大
奥
向
の
調
整
、
斉
興
の
官
位
昇
進
に
関
す
る
運
動

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

島
津
家
は
幕
府
よ
り
幸
橋
御
門
外
の
桜
田
屋
敷
を
上
屋
敷
と
し
て
拝
領
す
る
。

し
か
し
、
桜
田
屋
敷
が
手
狭
で
あ
り
中
屋
敷
で
あ
っ
た
芝
屋
敷
周
辺
の
土
地
も
屋

敷
地
と
し
て
入
手
し
、
芝
は
藩
主
居
屋
敷
と
し
て
政
庁
も
置
か
れ
た
。
安
永
二
年

(
一
七
七一
二)
に
藩
内
に
お
い
て
は
芝
を
上
屋
敷
と
唱
え
、
翌
三
年
幕
府
に
対
し
て

は
桜
田
を
上
屋
敷
、
芝
を
居
屋
敷
と
唱
え
る
よ
う
触
れ
ら
れ
た

7

0

市
左
衛
門
が
命

じ
ら
れ
た

上
屋
敷
御
殿
建
て
替
え
と
は
、
安
政
大
地
震
で
破
損
し
た
芝
屋
敷
御
殿
向

の
建
て
替
え
の
こ
と
で
あ
る

。
奥
向
の
機
能
が
渋
谷
か
ら
芝
に
一
戻
る
の
は
翌
年
十
一

月
頃
で
あ
る

。

(65) -66-

島
津
家
江
戸
藩
邸
の
大
奥
向
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
の
が
、
斉
彬
の
信
任
が
厚

か
っ
た
御
年
寄
小
の
島
で
あ
る

。
市
左
衛
門
が
大
奥
へ
入
る
時
は
広
敷
用
人
に
呼
ば

れ
る
時
と
、
小
の
島
よ
り
直
接
連
絡
が
来
る
時
が
あ
り
、
大
奥
の
御
年
寄
詰
所
で
内

談
す
る
。

四
月
十
三
日
、
御
年
寄
詰
所
へ
通
っ
た
市
左
衛
門
は
、
昨
日
姫
様
方
よ
り
肴
を
頂

い
た
礼
を
先
ず
い
い
、
寵
姫
へ
の
金
五

O
両
年
々
拝
借
の
件
に
つ
い
て
内
談
し
た

。

こ
の
年
市
左
衛
門
が
小
の
島
と
内
談
し
た
大
き
な
案
件
は
こ
の
寵
姫
へ
金
五

O
両
を
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遣
わ
す
件
と
篤
姫
へ
の
進
金
五

0
0

両
、
戸
田
家
の
親
姫
付
女
中
一
件
、
戸
塚
静
甫

一
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
は
長
く
な
る
の
で
奥
医
師
戸
塚
静
海
の
一
族
戸
塚
静
甫

の
件
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

島
津
家
で
は
他
家
に
嫁
い
だ
娘
た
ち
に
手
当
金
を
盆
暮
れ
に
渡
し
て
い
る
が
、
金

額
は
同
一
で
は
な
く
、
重
豪
・
斉
官

一
・
斉
興
の
娘
た
ち
全
員
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
寵
姫
方
よ
り
五

O
両
援
助
の
・
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の
で
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た

。
四

月
十
六
日
小
の
島
と
御
年
寄
詰
所
で
面
会
し
、
寵
姫
へ
金
五

O

両
の
件
を
高
輪
大
奥
嶋
山
と
も
相
談
す
る
こ
と
と
す
る
。
五
月
九
日
再
び
小
の
島
と

内
談
し
、
大
坂
の
斉
彬
に
相
談
す
る
こ
と
、
来
年
は
英
姫
が
登
城
す
る
た
め
い
ろ
い

ろ
と
品
物
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
話
す

。

状
況
は
難
し
そ
う
に
見

え
た
が
、
間
五
月
二
日
に
寵
姫
へ
年
々
五

O
両
ず
つ
進
金
す
る
こ
と
と
な
り
、
七
月

八
日
に
盆
分
と
し
て
最
初
の
支
給
が
な
さ
れ
た
。

御
前
様
へ
被
進
金
百
両
随
真
院
様
へ
同
断
五
拾
両
、
智
鏡
院
様
へ
同
断
百
五

拾
両
〆
三
百
両
御
執
口
方
。
八
時
後
相
廻
候
(
中
略
)
尤
寵
姫
様
へ
同
断
之

五
拾
両
ハ
今
朝
相
廻
来
候
事
(
⑤
安
政
四
年
七
月
八
日
条
)

こ
れ
は
婚
家
が
実
家
よ
り
格
下
で
、
経
済
的
に
も
苦
し
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
娘

た
ち
に
い
わ
ば
小
遣
い
と
し
て
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
斉
彬
は
篤
姫
に
も
進

金
を
行
な
っ
た
。

八
月
五
日
の
条
に
篤
姫
へ
金
を
献
上
す
る
こ
と
に
つ
い
て
斉
彬
よ
り
ア
ク
シ
ョ
ン

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
十
月
二
十
二
日
、
市
左
衛
門
は
御
台
所
献
上
金
に
つ
い
て
、

大
奥
へ
通
り
小
の
島
へ
用
談
す
る
。

御
国
許
よ
り
去
ル
七
月
廿
六
日
申
来
御
口
口
向
芳
御
台
様
へ
当
暮
，
グ
此
程

年
々
被
進
金
之
事
廿
二
日
小
の
島
へ
談
置
候
通
五
百
両
御
献
上
ニ
取
究
、
今
日

大
奥
江
持
参
い
た
し
小
の
島
へ
相
渡
申
候
事
(
⑤
安
政
四
年
十

一
月
二
日
条
)

今
年
安
政
四
年
の
暮
れ
よ
り
毎
年
篤
姫
へ
五
百
両
献
上
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
十

一

月
二
日
市
左
衛
門
は
金
を
大
奥
へ
持
参
し
て
小
の
島
に
渡
し
た
。
献
上
は
大
奥
向
よ

り
な
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
献
上
は
斉
彬
か
ら
忠
義
へ
の
代
替
り
で
中
断
し
、

安
政
六
年
十
月
の
本
丸
火
災
に
よ
り
、
そ
の
暮
は
物
入
り
と
い
う
理
由
で
行
な
わ
れ

た
が
、
そ
の
後
継
続
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
。

小
の
島
も
市
左
衛
門
を
信
頼
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
五
月
十

二
日
に
市
左
衛
門
を
大

奥
へ
呼
び
、
斉
興
が
体
調
を
崩
し
て
い
る
こ
と
を
内
々
に
告
げ
る
。
十
九
日
に
は
斉

興
病
気
平
癒
の
祈
祷
を
宝
泉
寺
へ
頼
む
こ
と
な
ど
を
小
の
島
よ
り
承
る

。
二
十
日
は

宝
泉
寺
へ
祈
祷
料
を
納
め
に
代
参
す
る
。
二
十
四
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
宝
泉
寺
で
の

祈
祷
の
効
果
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
三
十
日
斉
興
の
体
調
が
回
復
す
る

。

五
月
二
十
三
日
、
安
政
大
震
災
で
大
破
し
て
い
た
将
監
橋
の
親
姫
住
居
の
普
請
が

成
就
し
た
祝
い
に
、
普
請
担
当
の
者
と
共
に
市
左
衛
門
も
呼
ば
れ
た
。
金
杉
よ
り
戸

田
氏
正
も
訪
れ
た
。
市
左
衛
門
は
親
姫
付
用
人
中
山
武
兵
衛
の
案
内
で
奥
へ
通
り
、

御
年
寄
嶋
浦
に
面
会
、
御
目
見
を
許
さ
れ
、
酒
や
御
膳
な
ど
を
頂
く
。

十
月
十
四
日
、
品
川
五
郎
兵
衛
が
市
左
衛
門
の
と
こ
ろ
に
来
て
次
の
よ
う
に
話
し

た
。
八
月
に
起
き
た
芝
金
杉
親
姫
住
居
で
金
子
が
紛
失
し
た
一
件
を
調
べ
て
い
た
と

こ
ろ
、
台
子
之
聞
の
さ
と
と
い
う
も
の
が
盗
み
取
り
、
御
年
寄
嶋
浦
も
荷
担
し
た
と

な
っ
た
。
二
人
を
雇
い
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
暇
を
命
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
御
年
寄
に
暇
を
出
す
と
い
う
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
斉
彬
の
留
守

中
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
左
衛
門
は
品
川
を
同
道
し
て
渋
谷
大
奥
へ
行
き
御
年
寄

詰
所
で
小
の
島
以
下
三
人
の
御
年
寄
に
事
情
を
話
し
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
日
の
深
夜
零
時
頃
恐
ら
く
は
小
の
島
に
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
嶋
浦
が
渋
谷

大
奥
に
入
っ
た
。

(66) - 65-

こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
聡
徳
院
の
例
で
も
説
明
し
た

よ
う
に
、
嶋
浦
は
じ
め
親
姫
付
女
中
は
島
津
家
が
雇
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
従
っ
て

そ
の
処
分
は
戸
国
家
で
は
な
く
島
津
家
が
行
な
う
こ
と
と
な
る
。

十
月
十
八
日
高
輪
御
殿
の
嶋
山
を
呼
び
、
嶋
浦
も
参
加
し
、
小
の
島
以
下
三
人
の

御
年
寄
と
市
左
衛
門
・
品
川
五
郎
兵
衛
の
計
七
人
で
長
談
義
を
し
、
十
月
二
十
四
日

に
は
親
姫
付
女
中
す
べ
て
の
名
前
・
宿
許
を
確
認
す
る
。
十
二
月
二
十

三
日
に
も
ま

だ
結
論
は
出
て
お
ら
ず
、
高
輪
御
殿
つ
ま
り
斉
興
付
老
女
に
も
小
の
島
は
相
談
を
し
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て
い
る
。
斉
彬
不
在
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
斉
興
の
奥
向
へ
の
発

言
力
を
感
じ
取
れ

る
。

も
っ
と
も
小
の
島
も
斉
興
時
代
か
ら
の
御
年
寄
で
、
そ
の
と
き
の
順
位
は
嶋
山

に
次
い
で
二
番
目
で
あ
っ
た
。
処
分
の
記
事
が
な
い
こ
と
か
ら
、
年
内
に
こ
の
一
件

は
落
着
し
な
か
っ
た
よ
う
だ

。

(
4
)斉
興
の
三
位
昇
進

安
政
四
年
正
月
時
点
の
斉
興
の
官
位
は
正
四
位
上
参
議
(
宰
相
)
で
日
記
に
は
、
「
宰

相
様
」
「
高
輪
様
」
と
記
載
さ
れ
る
。
島
津
宗
家
の
極
位
極
官
以
上
に
達
し
て
い
た
が
、

重
豪
が
三
位
に
な
っ
た
前
例
よ
り
斉
興
は

三
位
を
望
み
、
斉
彬
も
そ
の
希
望
を
叶
え

よ
う
と
し
て
い
た

。
安
政
四
年
の
市
左
衛
門
の
最
大
の
任
務
は
こ
の
画
策
で
あ
っ
た

。

一
一
月七
日
、
市
左
衛
門
は
発
駕
前
の
斉
彬
に
大
奥
へ
呼
ば
れ
、
斉
血
ハ
心
願
の
件
に

つ
い
て
家
老
島
津
豊
後
久
宝
の
指
示
を
受
け
て
動
く
よ
う
に
と
告
げ
ら
れ
た
。
勿
論

こ
の

工
作
に
動
い
た
家
臣
は
市
左
衛
門
だ
け
で
な
く
、
岩
元
太
右
衛
門
や
永
江
休
之

丞
な
ど
の
名
前
が
み
ら
れ
る
が
、
市
左
衛
門
は
阿
部
正
弘
に
つ
い
で
堀
田
正
睦
と
幕

閣
の
中
心
人
物
へ
の
工
作
を
担
っ
て
お
り
、
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
た
こ
と
が
わ

カ
る
。宰

相
様
御
心
願
御

一
条
右
御
登
城
後
御
右
筆
大
迫
藤
次
郎
殿
へ
御
願

書
認
方
申

渡
出
来
之
上
口
御
留
守
居
半
田
嘉
藤
次
殿
へ
相
渡
、
夕
刻
阿
部
伊
勢
守
様
へ
持

参
候
事
(
⑤
安
政
四
年
三
月
十
五
日
条
)

三
月
十
五
日
、
望
日
の
登
城
よ
り
戻
っ
た

斉
彬
は
右
筆
に
指
示
し
て
願

書
を
認
め
さ

せ
、
留
守
居
に
老
中
阿
部
正
弘
の
許
へ
届
け
さ
せ
た

。
当
時
の
幕
閣
で
決
定
権
を
持
っ

て
お
り
、
斉
彬
と
も
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
阿
部
正
弘
が

主
な
交
渉
相
手
で
あ
っ
た

。

三
月
十
八
日
斉
興
高
輪
へ
着
、
四
月

三
日
斉
彬
江
戸
発
駕
。

四
月
十
日
、
市
左
衛
門
は
明
日
辰
ノ
口
の
阿
部
邸
へ
内
使
に
行
く
に
あ
た
り
、
手

土
産
に
持
っ
て
い
く
唐
焼
茶
碗
・
毛
艶
・
源
氏
煙
草
を
用
意
す
る
。
翌
日
辰
ノ
口
阿

部
邸
の
表
門
よ
り
勝
手
へ
通
り
側
向
の
藤
田
与
兵
衛
へ
面
会
し
、
斉
彬
の
口
上
を
告

げ
る
。

五
月
三
一
日
も
阿
部
邸
へ
行
き
裏
門
よ
り
勝
手
へ
通
り
藤
田
与
兵
衛
へ
面
会
し
、
唐

焼
花
入
・
花
台
・
肴
代
を
差
上
げ
る
。

十
一
日
も
同
様
藤
田
へ
面
会
。

六
月
七
日
に
は
阿
部
正
弘
病
気
の
知
ら
せ
が
入
り
、
何
か
見
舞
い
の
品
を
と
思
い

食
べ
物
は
控
え
て
い
る
の
で
鉢
植
え
が
宜
し
い
と
藤
田
か
ら
の
知
ら
せ
を
高
輪
に
回

す
。

六
月
八
日
に
は
岩
元
太
右
衛
門
が
阿
部
伊
勢
守
正
弘
・
久
世
大
和
守
広
周
・
牧

野
備
前
守
忠
雅
・
堀
田
備
中
守
正
睦
へ
暑
中
見
舞
い
の
内
使
に
赴
く

。

市
左
衛
門
は
六
月
十
九
日
条
に
阿
部
正
弘
が
十
七
日
暁
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
記

す
。
二
十
三
日
に
は
辰
ノ
口
阿
部
邸
に
参
り
、
藤
田
与
兵
衛
に
面
会
し
て
お
悔
や
み

を
述
べ
る
。

そ
の
後
は
切
り
替
え
も
早
く
斉
興
心
願

一
条
に
つ
い
て
、
老
中
首
座
堀
田
正
睦
に

内
使
に
行
く
よ
う
七
月
十
一
日
に
市
左
衛
門
は
指
示
さ
れ
る

。

し
か
し
、
十

二
日
夜

に
堀
田
よ
り
「
書
面
願
之
通

ニ
ハ
難
相
整
候
や
と
も
」
と
仰
せ
が
き
た
の
で
、
十

三

日
に
内
談
し
て
堀
田
へ
内
使
者
を
勤
め
る
よ
う
い
わ
れ
る
。
十
八
日
斉
興
心
願
に
つ

き
堀
田
正
陸
へ
内
使
者
、
駕
箆
に
て
坂
下
堀
田
邸
へ
行
き
勝
手
よ
り
通
り
側
用
人
熊

谷
左
膳
へ
面
会
す
る

。
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七
月
二
十
五
日
堀
田
正
睦
に
品
物
を
進
上
し
た
が
返
却
さ
れ
た
の
で
、
八
月

二
十
五
日
は
表
向
よ
り
贈
る
と
ま
た
迷
惑
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
万
年
根
付
時
計

と
肴
料
二
0
0
0

疋
を
戸
塚
静
海
よ
り
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た

。
二
十
六
日
昨

夜
品
物
は
戸
塚
が
持
参
し
た
が
、
市
左
衛
門
も
内
使
に
伺
う
。
堀
田
正
睦
に
替
り
交

渉
が
苦
戦
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
戸
塚
静
海
は
安
政
五
年
家
定
の
病
状
が
重
く

な
る
と

篤
姫
に
請
わ
れ
て
幕
府
の
奥
医
師
と
な
る
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
薩

摩
藩
の
医

師
で
あ
る

。
医
師
が
内
願
交
渉
に
関
わ
る
の
は
よ
く
あ
る
事
例
で
あ
る

。

九
月
二
十
六
日
、
市
左
衛
門
は
先
ず
八
月
に
老
中
に
な
っ
た
ば
か
り
の
辰
ノ
口
脇

坂
安
宅
邸
へ
行
き
側
用
人
根
来
右
兵
衛
に
面
会
し
、
歓
び
の
口
上
を
述
べ
鮮
鯛
を
贈

り

直
書
を
渡
す
。
さ

ら
に
そ
の
日
は
そ
れ
か
ら
坂
下
の
堀
田
邸
へ
行
き
熊
谷
左
膳
に

面
会
し
斉
興
心
願
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。
し
か
し
、
今
日
は
縁
組
が
済
み
混
雑
し

て
い
る
の
で

「
追而
」
と
い
わ
れ
、
い
つ
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い

。
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十
一
月
十
日
御
側
御
用
取
次
平
岡
丹
波
守
道
弘
へ
い
ま
だ
表
向
よ
り
頼
み
に
い
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
挨
拶
に
行
き
、
そ
の
後
馬
で
高
輪
御
殿
に
行
き
永
江
休
之
丞
に

面
会
し
相
談
す
る
。
十
三
日
、
斉
興
心
願
に
つ
い
て
久
世
広
周
へ
岩
元
太
右
衛
門
が

内
使
に
行
き
贈
物
を
届
け
る
。
十
四
日
、
市
左
衛
門
は
堀
田
邸
に
罷
り
越
し
熊
谷
左

膳
に
面
会
し
、
押
打
根
付
時
計
・
小
鳥
嶋
香
箱
・
コ
ウ
ク
ル
の
三
点
を
国
許
鹿
児
島

よ
り
送
ら
れ
て
き
た
品
と
説
明
す
る
。
退
城
前
で
帰
宅
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
た
が

な
ん
と
か
頼
み
置
き
、
そ
の
後
小
川
町
の
平
岡
道
弘
邸
へ
行
き
今
江
久
左
衛
門
に
会

う
。
十
五
日
、
九
月
十
三
日
に
老
中
に
再
任
し
た
松
平
忠
固
の
元
へ
岩
元
太
右
衛
門

が
内
使
に
行
く
。
ま
た
十
六
日
は
斉
興
の
心
願
の
た
め
、
斉
彬
は
御
台
所
篤
姫
に
も

品
物
を
献
上
す
る
こ
と
と
す
る
。

十
九
日
に
は
家
老
島
津
久
宝
、
二
十
日
に
は
斉
興
付
の
永
江
休
之
丞
と
用
談
し
て

作
戦
を
練
る
。
二
十
九
日
に
は
斉
興
心
願
が
成
就
し
た
際
の
入
用
金
を
大
坂
表
の
浜

村
孫
兵
衛
に
頼
む
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
事
態
が
好
転
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳

細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

十
二
月
十
四
日
、
市
左
衛
門
は
内
願
の
模
様
が
良
い
の
で
帰
ら
ず
に
待
っ
て
い
る

と
、
暮
六
時
頃
に
明
十
五
日
斉
興
の
御
用
で
登
城
す
る
よ
う
老
中
連
名
の
奉
書
が
届

く
。
す
ぐ
に
そ
れ
を
右
筆
が
高
輪
へ
届
け
る
。
佐
土
原
藩
主
島
津
忠
寛
が
名
代
を
勤

め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
頼
み
を
出
す
。
そ
れ
よ
り
大
奥
御
年
寄
詰
所
へ
向
か

い
、
英
姫
や
姫
君
た
ち
の
耳
に
も
入
れ
、
明
日
高
輪
へ
進
上
す
る
悦
び
の
品
の
相
談

を
小
の
島
と
す
る
。
そ
の
後
仕
度
を
替
え
馬
で
高
輪
へ
行
く
。
こ
こ
で
市
左
衛
門
は

斉
興
の
位
階
昇
進
に
関
わ
る
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
る
。

御
側
役

仙
波
市
左
衛
門

右
者
此
節

宰
相
様
御
位
階
御
昇
進
被
仰
出
候
者

御
用
掛
被
仰
付
候
条
可
申
渡
候

十
二
月
豊
後

(
⑤
安
政
四
年
十
二
月
十
四
日
条
)

こ
の
日
市
左
衛
門
が
帰
宅
し
た
の
は
夜
中
の
十
一
時
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

十
五
日
、
市
左
衛
門
は
庚
斗
目
麻
袴
着
用
で
昼
ご
ろ
に
馬
で
高
輪
へ
行
き
御
用
部

屋
に
詰
め
て
待
っ
て
い
た
。

宰
相
様
御
事
昨
日
御
奉
書
御
到
来
ニ
而
御
用
召

ニ
候
得
共
、
御
不
快
之
筋
を
以

島
津
淡
路
守
殿
御
名
代
と
し
て
御
登
城
被
成
候
慮
、
左
之
通
り
従
三
位
被
為

蒙
仰
候
段
(
中
略
)
、
淡
路
守
殿
ニ
ハ
御
退
場
。
直
ニ
御
老
中
様
方
御
廻
勤
済

ニ
而
、
八
時
分
高
輪
表
。
御
参
殿
、
於
御
休
息
所
宰
相
様
右
被
遊
御
承
知
、

畢
而
淡
路
守
殿
ニ
ハ
御
控
席
へ
御
退
座
ニ
而
御
料
理
等
上
り
七
時
後
同
前
。
御

立
右
通
り
淡
路
守
御
退
座
之
上
、
同
断
御
休
息
所

ニ
お
い
て

豊
後
殿
筑
後
殿
出

雲
殿
御
目
見
引
続
き
三
原
藤
五
郎
殿
早
川
五
郎
兵
衛
殿
拙
者

一
列
同
断
御

目
見
被
仰
付
畢
而
大
奥
之
様
御
引
入

御
礼
済
薩
摩
守
父

松
平
大
隅
守

名
代
島
津
淡
路
守

思
召
を
以
従
二
一
位
被
仰
付
候
(
後
略
)

(
⑤
安
政
四
年
十
二
月
十
五
日
条

)

斉
興
の
名
代
と
し
て
登
城
し
た
島
津
忠
寛
は
、
退
城
後
に
老
中
邸
を
廻
勤
し
、
高

輪
御
殿
に
入
り
、
休
息
所
で
斉
興
に
対
面
、
控
席
で
料
理
の
饗
応
を
受
け
る
。

そ
の

後
、
家
老
・
留
守
居
ら
に
ま
じ
り
市
左
衛
門
も
休
息
所
で
斉
興
に
拝
謁
す
る
。
一
段

落
後
、
大
奥
百
花
亭
で
市
左
衛
門
ら
工
作
に
動
い
た
藩
士
・
広
敷
用
人
・
奥
医
師
等

に
酒
・
肴
・
菓
子
が
下
さ
れ
、
そ
こ
に
斉
興
・
勝
姫
も
顔
を
出
す
。

十
八
日
、
阿
部
家
家
臣
藤
田
与
兵
衛
が
市
左
衛
門
宅
を
訪
れ
、
斉
興
昇
進
祝
と
し

て
鮮
鯛
一
折
を
届
け
て
く
れ
た
。
十
九
日
は
心
願
成
就
で
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
い
う

こ
と
か
仲
間
と
小
桜
と
い
う
料
理
屋
で
酒
を
飲
む
。

二
十
日
は
高
輪
よ
り
極
内
々
に

金
二
O
O

両
を
頂
戴
す
る
。
二
十
三
日
心
願
成
就
の
挨
拶
に
堀
田
邸
へ
行
き
熊
谷
に

面
会
す
る
。
二
十
八
日
、
市
左
衛
門
は
馬
で
高
輪
御
殿
へ
行
き
、
客
間
で
紋
服
と
銀

三
十
枚
を
昇
進
の
労
と
し
て
斉
興
手
元
金
よ
り
拝
領
す
る
。
こ
の
時
、
島
津
久
宝
、
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半
田
嘉
藤
次
・
早
川
五
郎
兵
衛
・
永
江
休
之
丞
も
拝
領
す
る

。
三
十

日
に
も
同
様
の

理
由
で
紗
綾
二
巻
を
拝
領
す
る
。

安
政
五
年
三
月
五
日
、
前
記
の
功
に
よ
り
市
左
衛

門
は
側
用
人
に
昇
進
す
る
。

重
豪
の
三
位
昇
進
8

で
は
何
年
も
か
け
、
表
向
・
中
奥
向
・
大
奥
向
ル

l

ト
を
駆

使
し
て
、
よ
う
や
く
成
就
に
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
は
篤
姫
が
入
興
し

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
大
奥
ル
l

ト
が
機
能
し
て
い
る
様
子
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
ま

た
重
豪
の
先
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
、
比
較
的
す
ん
な
り
と
成
就
し
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

市
左
衛
門
は
斉
宣
の
側
近
時
代
に
、
斉
宣
と
そ
の
姉
で
あ
り
十
一
代
将
軍
家
斉
の

御
台
所
寒
子
と
の
内
願
交
渉
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
9
0

そ
れ
を
買
わ
れ
今
回
も

重
要
な
役
割
を
任
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

稲
生
家
文
書
(
埼
玉
県
立
文
書
館
蔵
)
「
(
天
産
院
付
女
中
分
限
帳
)
」
お
よ
び
井

伊
家
文
書
(
彦
根
城
博
物
館
蔵
)
「
天
嘩
院
様
附
女
中
分
限
帳
」
で
は
、
さ
か
の
宿

許
と
記
さ
れ
る
仙
波
市
左
衛
門
(
松
平
薩
摩
守
家
来
)
の
続
柄
が
何
故
か
兄
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
当
文

書
よ
り
父
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る

。

分
限
帳
は
原
本

を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
段
階
で
誤
写
し
た
(
或
い
は
意
図
的
に

兄
と
し
た
)
と
推
察
で
き
る
。
こ
こ
で
改
め
て
父
と
し
た
い

。

市
左
衛
門
は
風
呂
を
焚
い
て
入
湯

し
た
こ
と
を
ま
め
に

記
入
し
て
い
る
の
で
「
今

日
居
風
呂
焚
入
湯
い
た
し
候
事
」
、
江
戸
の
人
が
何
日
お
き
に
風
呂
に
入
っ
て
い
る

か
が
わ
か
る
。

安
政
四
年
は
正
月

二
十
九
日
・
二
月
五
日
・
十

二
日
・

二
十
四
日
と

続
き
、
そ
の
後
四
月
二
日
に
飛
ぶ
こ
と
か
ら
必
ず
記
載
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、

か
な
り
間
隔
が
あ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

道
中
記
に
関
し
て
は
今
回
詳
細
に
検
証
し
な

っ
た
が
、
昼
食
を
中
食
と
呼
び
、
東

海
道
は
街
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
為
か
、
き
ち
ん
と
中
食
を
取
っ
て
い
る
が
、
福
岡

か
ら
薩
摩
ま
で
は
中
食
を
抜
い
た
り
、
弁
当
で
あ
る
こ
と
多
い
な
ど
興
味
深
い
事
例

が
見
ら
れ
た
。

今
回
は
本
史
料
の
内
容
を
読
み
解
く
こ
と
を
主
眼
と
し
た
が
、
他
の
史
料
よ
り
の

論
証
の
補
完
や
、
本
史
料
の
翻
刻
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い

。

1 

「御
祭
配
提
要
」
(
『尚
古
集
成
館
紀
要
第
五
号
』
一

九
九

二
年
)、

『島
津
氏
正
統
系
図

』

森
山
り
さ
「
風
の
し
る
へ
」
(
森
山
家
文

書
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

)

崎
山
健
文

「
史
料
紹
介

「
嘉
永
六
年

表
方
御
右
筆
間
日
記
」
」
(
一・
二
)
(
『繋
明
館
調
査

研
究
報
告
第

二
十
三
・
四
集
』
二
O

一
O
、
一
一
年
)

崎
山
健
文
「
史
料
紹
介
「
嘉
永
六
年
表
方
御
右
筆
問
日
記
」
(
ご

1

篤
姫
養
女
一
件
寸
考
」

(
『
繁
明
館
調
査
研
究
報
告
第
二
十
三
集
』
二
O

一
O
年
)

『徳
川
将

軍
家
の
婚
礼
』
徳
川
記
念
財
団
、
二
O

一
七
年

保
科
順
子

『花
葵
徳

川
邸
お
も
い
で
話
』
毎
日
新
聞
社
、

一
九
九
八
年

『鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
追
録

』
第
六
、
鹿
児
島
県
、

一
九
七
六
年

崎
山
健
文
「
島
津
重
豪

三
位
昇
進
に
み
る
島
津
斉
宣
と
御
台
所
茂
姫
」
(
「
島
津
重
豪
と
薩
摩

の
学
問
・
文
化
』
ア
ジ
ア
遊
学
、
勉
誠
出
版
、

二
O

一
五
年
)

畑
尚
子

『島
津
家
の
内
願
と
大
奥
|

「
風
の
し
る
へ
」
翻
刻
』
同
成
社
、
二
O

一
八
年
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筆
に
あ
た
り
崎
山
健
文
氏
に
薩
摩
藩
に
関
す
る
地
名
や
人
名
、
江
戸
屋
敷
に
つ
い

て
、
ご
教
授
い
た
だ
い
た

。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。




